


[image: ]











正剣の騎士は、涙を浮かべた攫われ娘を強く優しく抱きしめる









［著者］蒼山螢

［イラスト］鈴ノ助















　もくじ




第一章

第二章

第三章

第四章




















第一章












　賑わうエリンケアの港町を無我夢中で逃げるうち、誰かにぶつかった。

　エメはマントのフードを目深にかぶっていたので、前をよく見ていなかった。走ったせいで息が乱れていた。

「ご、ごめんなさい……っ」

　青と黒を基調にした制服の背中に向かって謝罪をし、顔をあげると視線が合った。ぶつかった相手は若者だった。

　自分よりもいくつか年上だろうか。彼の美しい黒髪は、自分の金髪と違い濡れたように艶があって、焦げ茶色の瞳は真っ直ぐにエメを見ている。急にぶつかられて驚いたようで、目を見開いている。

「どうした？」

　助けて。

　思わずそう叫びそうになる。

　にっこりと微笑みかけられて、エメは泣きそうになった。

　誰かも知らないのに、敵か味方かもわからないのに、手を伸ばして自分をどうにか伝えたいと思った。なぜだろうか。

　船でここへ連れてこられました。海の向こうの遠い国から、売られてきました。一緒にいる兄はけがをしています。だから……。

　助けて。

　叫びたかった。この国ではじめて自分の存在を認め、話しかけてくれる存在に向かって。無視をせずこちらを気遣うその優しい瞳に向かって、心の中で叫び、助けを求めた。

　見あげるエメに若者は両手を差し出した。その手のひらにはまめがたくさんできていた。細身の兄に比べると彼は肩幅も広く、まくりあげた袖からは、鍛えられた筋肉質の腕が伸びる。頑丈そうなその手は繊細に見えた。こぼれ落ちそうななにかを、手のひらに受け止めようとでもするように。

「……なにがあった？」

　助けて。

「エメ、行くぞ。こっちだ」

　兄に引き起こされて、心をその場に残したままでエメは走り出した。足はもう限界だった。よろけ、つまずいて転びそうになりながら走った。先ほどの彼の瞳をもう一度見たかったが、振り返ればつかまる。逃げなくては。

　逃げなければ、自分たちには未来がなかった。










　夜の森は怖い。静寂と暗闇しかなくてなにも聞こえず、なにも見えない。それに、狼が出る。孤児院の先生たちは、日が沈んでから森に入ることを皆に禁じていた。エメは幌馬車にがくがくと揺れながら、夜の森を進んでいる。

「あの、まだ到着しないのですか……？」

　たまらずにそう問うと、相手に舌打ちをされる。

　鼻が丸く唇の分厚い男は「黙って寝ていろ」と吐き捨てた。エメはひとつにくくった金色の長い髪をいじりながら、青色の瞳を彷徨わせる。

　お気に入りの紺色のワンピースを着ていたのだが、幌馬車が埃っぽいので汚れないか心配だ。エメはため息をつきながら、つい数時間前のことを思い出していた。

　夕食の支度が終わった頃、エメは院長に呼び出され孤児院長室へ行った。ふたつ年上の兄のマルクは、まだ農場の仕事から戻っていなかった。

「エメ。お前はいくつになった？　十五だったか」

「院長、わたしはもう十六です」

　そうだったか、と院長は優しく微笑んでいる。孤児院の院長はエメが住む村の村長である。ここにいる子どもたちは皆、村長ではなく院長先生と呼んでいる。

「わたしの友人がね、エメに仕事を紹介してくれることになったんだ」

「本当に？　嬉しいです。やっと先生やお兄ちゃんの役に立てる」

　孤児院の子どもたちは、十五を過ぎれば農場や裕福な家の下働きなどの労働をする。金を貯めて孤児院から独り立ちをするためだ。エメはこれまで孤児院内の手伝いが主な仕事だったが、金を貰っているわけではない。反対に、マルクは大地主の農場へ働きに出ている。エメも働き口を見つけたら、兄妹で一緒に孤児院を出ようと話していた。やっとその夢に近づける。エメは胸を躍らせた。

「なんのお仕事なのですか？　わたしなんでもします。元気だけが取り柄だし」

「ああ……海のほうの、魚の加工場だよ。エメ。それで、急で悪いのだがこれから仕事先に行ってほしいんだよ。すぐに支度をしなさい。外でわたしの友人が待っているから」

「いまからですか？　お兄ちゃんに話したいのですけれど……」

「わたしから話しておくから心配いらない。終わったらここへ戻り、マルクとゆっくり話せばいいじゃないか」

　それもそうだと、エメは簡単に身支度をして孤児院の玄関を出た。だんだんと暮れゆく空を、名のわからない鳥の群れが鳴きながら飛んでいく。エメは緊張しながらも期待に胸を膨らませた。外には一頭立ての幌馬車が止まっており、ターバンを巻いた見知らぬ男が立っていた。腹がでっぷりと出ていて、ギロリとした目が鈍く光っていた。手招きをされたので、ターバンの男について幌馬車に乗り込んだ。見送りは誰もいなかった。

　御者の合図で馬車が走り出す。向かいに座った男はターバンを外して「名前は」と聞いてきた。顎についたたっぷりとした肉が震えていた。

「エメです」

　答えると、ターバンの男はフンと鼻を鳴らした。

　それからずっと、エメは無言のまま馬車に揺られている。外はとっくに夜になりホウホウとフクロウの鳴き声が聞こえて、得体の知れない不安を掻きたてる。

「仕事場にはまだ着かないのですか？　ずいぶん遠いのですね」

「……うるさいガキだな。到着したら起こす。まだ時間がかかるから眠っていろ」

「教えてくれたっていいじゃないですか。どうしてそんなに偉そうなの」

「黙っていろ、ちびのガキが」

　親しい間柄以外では丁寧な言葉で会話をしなさいと、孤児院で教えられた。言いつけを守り、失礼のないようにしているつもりだ。それなのにちびのガキだなんて、なんて言い草だろうか。先日身長を測ったら少し伸びていたというのに。

　エメは少しムッとする。相手がそう出るのならば、言い返してもいい気がする。

「小さくないですー！　なによ、ふとっちょ！」

「なんだと？」

　男は睨んできた。でも、脅したってだめだ。エメは舌を出して鼻息荒く顔をそむける。

　仕事場は魚の加工場だと聞かされている。村から海までは馬車で一時間はかかるが、もうそれ以上に時間が経過している。これではみんなと一緒に夕食を食べることなど、できないのではないか。

　エメはまたため息をつく。ターバンの男が投げてよこしたブランケットにくるまって、言われた通り、黙ってじっとしていた。いい加減に尻が痛くなってきた。どれぐらい時間が経ったのだろうか、馬車が止まった。

「着きましたぜ」

　御者に声をかけられる。ターバンの男は眠っていたのか、あくびをして馬車を降りていく。エメはそろりと体を動かして、外に顔を出した。

「世話かけたな」

　ターバンの男が御者に金を渡している。ということは魚の加工場はこのあたりか。たしかに潮の香りと波の音がする。遠くに灯りは見えるのだが、手を伸ばせる範囲と足元は真っ暗で、ランプがなければ転んでしまいそうだ。

「さぁ、お嬢ちゃん。こっちにきな」

　エメは言われた通りにターバンの男のそばへ行く。彼が持つランプの灯りは心もとなかったが、ないよりましだ。暗さに目が慣れてきた。あたりをよく見ると船が一隻停泊していた。暗くてよくわからないが、漁船だろうか。近くまで行くとようやくその大きさがわかり、まるで誰も住んでいない一軒の家のようだった。キョロキョロしていると、ターバンの男がエメの腰になにかを巻きつけた。太いロープだった。腰と右手を繋ぐように巻かれて、驚きとともに腹が立つ。自分は犬ではない。

「ちょっと、なにするの？　それにここはどこ？」

「行くぞ」

　ターバンの男は船へ乗り込んでいく。まるで犬でも連れていくようにして、エメを引っ張った。

「いやだ！」

「騒ぐな。言う通りにしろ」

「や、やだ。なに？　加工場じゃないの？　仕事じゃないの？」

　引っ張られないように踏ん張ったが、男の力に敵わない。エメはたまらず、船へのタラップに座り込んだ。

「……お前はあの院長に売られたんだよ。諦めな。帰る場所などない」

　信じられない言葉だった。すっと血の気が引いた。

　売られた？　たしかに村も孤児院も裕福ではなかった。しかし、だからって自分を売る？

　エメは一気に後悔する。なぜ疑わずにこの男についてきてしまったのだろう。船に乗せられてしまえば、どこへ連れていかれるかわからない。逃げなければ。

「大枚を出して買ったんだからな。大人しくしていれば悪いようにはしない。飯も食わせてやるし寝床も用意してやる」

「う、うそ……」

　売られただの買っただの、人間をそんな簡単に金で売買するのか。この男はエメを船でどこかへ連れていこうとしているのだ。逃げなければいけない。でも、どうやって？

「金色の髪と青色の瞳。エリンケア王国でそりゃあ高く売れるだろう。お前さん美人だからな」

　そんな聞いたこともない国に連れていかれるのか。自分の荷物をなにひとつ持っていない。売られるために、先生たちが「エメは美人だ」と褒めてくれていたわけではない。売られるために、いままで生きてきたわけではない。エメはじわりと涙が出てきた。

「なんで……こんなひどいことを」

「ああ、ひどいことはしないよ。無傷で連れていかないと値下がりするからな……乱暴するわけにいかないわけよ。だから大人しくしていてくれよ、お嬢ちゃん。言うことを聞け。暴れるな」

　脅されて思わず息を呑む。恐怖で奥歯がカチカチと鳴った。ターバンの男がロープをぐっと引っ張ったので、エメは逆らえずにタラップを進んだ。

　行きたくない。これではまるで家畜だ。あまりの屈辱に悔しくて涙が出てくる。

「いやだ……行きたくない。いやだよ！」

「そんなに怯えなくていいよ。安心しろ。お前みたいな子どもには興味がない。ただ、あまりにも暴れるならちょっと痛いことをするかもしれんよ。大人の事情があるんだからな」

「大人の事情なんか知らない！　行きたくないよ、帰してよ！」

「帰れないんだから諦めな！」

「いやだ！　お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」

「騒いでも無駄だ！」

　男がまたロープを引っ張った。体が引きずられていく。

「エメ！」

　諦めかけていたそのとき、遠くから一番縋りたい声が聞こえた。見渡しても暗くて姿は見えなかったが、再び声が聞こえた。空耳ではなかった。馬の蹄の音も近づいてきて、見覚えのある人物が姿を現す。

「お……お兄ちゃん！」

「帰ったらエメがいないから。院長を問い詰めたんだ！　間に合ってよかった」

　馬を降りた兄はこちらへ走ってきたが、タラップの手前で立ち止まる。

「なんなんだよ！　お前！　エメにロープなんかつけて、ふざけるな！」

　兄の抗議に舌打ちをしたターバンの男は、エメを繋いだロープを船の手すりに結んだ。そしてタラップに座り込んだエメをまたいで、地上へ下りていく。

「けがはないか、エメ。大丈夫か？」

　兄の問いにエメが返事をしようとしたとき、ターバンの男がマルクに近寄っていった。

　嫌な予感がして、エメは兄に向かって叫んだ。

「お兄ちゃん！　逃げて！」

　あっと思った次の瞬間には、マルクは地面に転がった。男に蹴とばされたのである。続けて拳を振り下ろして殴り、立ちあがれないマルクの腹を蹴る。

　エメはあまりにひどい光景に悲鳴をあげる。

「やめてー！」

　駆け寄りたくてもロープで繋がれて動けない。きつく結ばれていて、結び目を解くことができない。マルクは口の端から出血していた。背が高いが細身の兄は、体格のいい大人の男に敵うわけがなかった。ごふごふと咳きこみ、背中を丸くして苦しんでいる。

　どうしてこんなことになったのだろう。数時間前までは、夕食の準備をし、今日あった出来事を聞かせたがる小さな子たちの相手をしていたのに。

　住んでいたルルド村は、もともとあまり裕福ではなかった。孤児院も質素な暮らしをしており、その中で食べ物をわけあい、寄り添って生活をしていた。あの孤児院は様々な理由で親や身寄りのない子どもたちの、唯一の居場所だった。穏やかで平和な毎日だった。

　それなのに、どうして。真面目に働き暮らしていた兄が、殴られなければいけないのだろうか。

「お前はあの子の兄貴か？　こんなことしたって無駄だよ。恨むならあの院長を恨むんだな」

「やめてくれ。エメには乱暴しないでくれ」

「妹はあの見た目だから金になるんだ。わめくだけで、お前になにができる」

「たったひとりの僕の家族なんだ！」

「そんな泣き落とししたって無駄だよ。この商売は、いちいち同情をしていたんじゃ務まらないからな。お前もあれぐらい美しい金髪で、女だったらよかったのにな。男はいまのところ必要ないわけよ」

　ターバンの男はマルクに辛らつな言葉を吐く。

　いまは亡き父と母のそれぞれの髪色を引き継ぎ、エメは金髪でマルクは明るい茶髪。たったそれだけの違いが、兄妹を引き離す理由になるなんて。

「僕も……一緒に連れていってくれ。妹をひとりにできない。どのみち孤児院には戻れない。院長を殴ってきたから」

「はぁ？　お前を買ったわけでもねぇ、足手まといだよ。いらん」

「お願いだ。妹のためならなんでもする。なんでも！」

　マルクはターバンの男に縋った。男はじっとなにかを考えてから、マルクを睨んだ。

「……こい」

　その返事を聞いてマルクはよろよろと起きあがる。タラップを渡りエメに駆け寄ってきた。

「お兄ちゃん……！」

「どこも痛くないか？　エメ。なにかされたか？」

「なにもされていないし、どこも痛くないよ！　あいつなんなの、許せないよ。お兄ちゃんにこんなひどいことをするなんて」

「兄ちゃんは大丈夫だから。心配するな」

「こんなことになるなんて思わなかった……お兄ちゃん、ごめんなさい……」

　涙をこぼすと、マルクが頭を撫でてくれる。小さい頃からそうだ。いじめられ悔しい思いをしたときや、いたずらを孤児院の先生に叱られて泣いていると、こうして撫でてくれる。すると不思議と涙が止まる。

　タラップが外されて、出航の合図が出た。

　帆が張られ、夜空に向かってポンポンと蒸気が噴き出す。

　もう逃げることもないと思ったのか、ターバンの男はエメのロープを手すりから外す。「行け」と、ふたりの背中を船内に押し込めるようにした。

　入れられた船室は、舷窓がひとつだけしかなく薄暗かった。大人ふたりが寝転べばいっぱいになりそうだった。息が詰まりそうだ。ターバンの男はロープをマルクの手首にもかけ、自分の腕に結んだ。エメとマルクはくっついて、部屋の角に座った。その対角にロープが伸び、ターバンの男が背負っていた荷物と一緒にどっかりと腰を下ろした。

「もう海の上だからな。観念して大人しくしていろよ。お前ら、俺に逆らったり逃げようとしたりするな。おかしな真似したら海に放り込むからな。覚えておけ」

　男に釘を刺され、マルクはエメを自分の後ろに隠すようにした。逃げ場もないし、運よく逃げたところでまわりは海だ。ふたりとも疲弊しており、逆らう気力もなかった。

「ほらよ。食え」

　男はひとつのパンをこちらへ投げてよこした。拳ほどの大きさのパンで、夕食を食べていないエメは思わず唾液を飲んだ。マルクが手を伸ばす。

「待て。食うのはそのお嬢ちゃんだ。お前の分の食料はないからな。我慢しろ」

「……はい。わかっています」

　マルクはパンをエメによこし「食べな」と笑う。

「わたしと半分にすればいいでしょう。食べようよ、お兄ちゃん。あんな意地悪なやつの言うことを聞かなくていいよ」

「勝手な真似すんじゃねぇよ！」

　バン！　とターバンの男が壁を叩く。音に驚いてエメは肩を震わせた。

「もともと俺と女の子のふたり分の食料しかないんだよ。兄貴が来たからってさぁ兄妹で食べなさいって、そんな虫のいい話になると思うか」

「だから、わたしが半分にすればいいじゃない。食べさせないなんてひどいよ、ふとっちょ！」

「なんだ、ふとっちょって！　うるせぇぞ！」

「エメ、やめなさい。すみません、この子に悪気はないんです。勘弁してください」

「兄貴なら妹に言って聞かせな。生意気だぞって」

「……わかっています。エメ、僕はいいんだよ。食べてきたから」

　マルクはパンをエメに持たせる。食べるななんて、どうしてそんな意地悪を言うのだろう。半分ずつ食べればいい話なのに。無理やりにでもそうしたかったが、マルクが殴られてしまうのではないかとエメは怖かった。

「船内に食い物を売る商人もいるから、どうしても腹が減っているならそいつから買ってもいいぜ。金はお嬢ちゃんの値段に加算していくからな」

　マルクが悔しそうに歯を食いしばる音が聞こえた。

「……ほら、エメのだから食べな」

　ターバンの男がこちらをずっと見ている。これでは目を盗んでパンを分けることができない。

　仕方なくエメはパンを口に押し込んだ。少しでも早く食べようと、必死に咀嚼した。味がしなかった。咳きこむと、ターバンの男が水をくれる。その水も「お前は飲むな」とマルクには飲ませることができない。男はエメが全部食べ終わるのを見届けると、荷物を枕にして寝転ぶ。

「俺は疲れた……まったく、余計な荷物を抱えちまったもんだ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、こちらに背を向けた。しばらく黙ってその背中を見ていると、呼吸が規則正しくなっていく。エメは肩の力を抜いた。隣でマルクが小さく呻く。

「お兄ちゃん大丈夫？　お腹が痛いの？」

「大丈夫だ。このぐらいなんてことない」

「ひどいよね……わたしが蹴とばしてやりたい」

「蹴とばさなくていいよ。兄ちゃんは平気だ」

　兄の唇は切れて血が出ていたので、袖で拭ってやる。

「あいつ……院長のやつ。許さない。エメを売るなんて……こいつは奴隷商人なんだ」

　マルクは、いびきをかきはじめた男の丸い背中を指さす。

「奴隷……商人？」

　奴隷商人。人間を売買して金儲けをしているやつらだ。この世の中にそんな商売があり、携わる人間がいるのは知っているものの、まさか自分たちがその餌食になるとは思いもしなかった。

「孤児院存続だ、村や他の子たちを救えるのだとかなんだかんだ言っていたが、だからってエメを犠牲にするなんて。院長をぶん殴ってきた。何回も何回も。手に血がついたけど許せなかったから、止めなかった」

「い……院長はどうしてそんな……」

「金だよ。村も孤児院も経済状況が悪かったから。院長には育ててもらった恩があるけれど、だからってこんな……」

　孤児院の誰かがこうなる運命だったのか、それとも最初からエメだったのか。わからないけれど知りたくもない。エメは膝に置いた拳を握りこむ。

「……そうだったんだ。お仕事を紹介してくれるって話だったの。わたし馬鹿だね、信じちゃって。院長に言われた通りに、この人について馬車に乗ったんだ。お兄ちゃんが戻ってくるまで待っていればよかった」

「そうか。でも、エメにけががなくてよかった。兄ちゃんは肝が冷えたよ」

「働けると思ったら嬉しくて。わたしも役に立ちたくて」

「わかったから、泣くな」

　鼻水をすすると兄は頭を撫でてくれた。エメの頭を撫でながら、自分の腹をさすっている。ターバンの男に蹴られたところが、痛むのかもしれない。エメは再び、いびきをかく男の背中を蹴りたい衝動に駆られる。やってはいけないが。

「どこへ向かう船なんだろう。エメ、なんか聞いたか？」

「なんとかっていう国に行くんだって。エラン、エリン……？」

　首を傾げるエメを見て、マルクがなにか思い出したようだ。

「もしかして、エリンケア？」

「そんな感じだったと思う。お兄ちゃん知ってるの？」

「本で読んだことがある。鉱山で有名な国だよ。ここからだと、船で四日か五日はかかるんじゃないか」

「遠いのね」

　そんな遠い場所に連れていかれるのか。マルクと一緒だから心細くはないが、これから先どうなるのだろうという不安はぬぐえない。

「お金も着替えもないのに……」

「金なら持ってきた。僕の全財産だ」

　マルクは懐から巾着を取り出す。笑うと切れた唇が痛むのか、顔をしかめる。

「この男の言う通りもう海の上だから、なにもできない。言うことを聞こう。逆らってはだめだ。明日は乗船している商人から食べ物を買うから、心配しなくていいよ。一晩食事を抜いたからって死ぬわけじゃない」

　マルクは巾着をしまい、懐をポンポンと叩いた。

　兄が着ているシャツの襟は血で汚れて、羽織っている上着は肘のところが破れていた。暴行を受けたあとが痛々しい。

　一緒に孤児院を出て生活をすることが、兄妹のひとつの夢だったのに。奴隷商人に遠い国に連れていかれようとしている。想像もしていなかった出来事に、いまをなんとか生き抜くこと以外なにも考えられない。不安に支配されて思考が働かない。

「とにかく眠ろう。心配しないで、あとは兄ちゃんに任せろ」

　兄の存在だけが頼りだった。エメは頷いて膝を抱く。体は正直なもので、空腹が満たされると少しだけ眠気がやってくる。精神的な疲労も大きいのだと思う。

　まるで小さな子どものように、エメは兄の膝に頭を乗せて眠りについた。






「返せ！　それは僕のだ！」

　マルクの声でエメは目が覚めた。目の前に薄汚れた壁があって一瞬ここはどこだろうと考えたが、そういえば自分は船に乗っているのだと思い出す。こんな状況なのにぐっすりと眠ってしまうなんて。体を起こして振り向くと、ターバンの男とマルクがもみ合っている。

「手を放せ。逆らうのか、この野郎」

「僕の金だ！」

「うるせぇ！」

　どんっと音を立てて、マルクがエメの前に転がってきた。

「お兄ちゃん！　どうしたの」

「俺に許可なく買い物なんざしようとしやがって」

「返せよ、それは僕の……！」

　ターバンの男がマルクの巾着を持っている。

「この金は貰っておく。予定外のお前の船賃だ」

「く……ひとでなしめ……」

「なんとでも言え。どのみちお前たちはエリンケアで新たな生活を送るんだから、むしろ感謝してほしいのだが？　孤児を奴隷商人に売るような院長の孤児院から出られたわけだからな」

　ぶよぶよと顎の肉が動いていて、肉の塊が話しているようにしか見えない。エメはターバンの男を睨みつけた。

「やめてよ！　お金も返して！　ふとっちょ！」

「ふとっちょじゃねぇ！　俺にはボルダって名があるんだよ……お嬢ちゃんは顔が綺麗だから睨むと迫力があるな」

「ふざけないで！　お金を返して！」

　ターバンの男ボルダに向かっていこうと立ちあがるエメを、マルクが腕をつかんで止める。その様子をボルダは鼻で笑っているから、憎たらしくてエメは涙が出た。

「おい兄貴。お前が余計なことをすると、妹がけがをするからな。覚えておけ」

「妹には絶対に手を出すなよ……」

「お前次第だっつーことだよ」

　ボルダはそう吐き捨てて、部屋を出ていった。外から施錠をする音が聞こえる。

「くそ……金を取られた」

　悔しそうにマルクは床を殴った。

「わたし、行ってお金を返してもらう！」

　ドアに向かおうとしたら、またマルクに止められた。

「どうしてよ。あいつ、お兄ちゃんのお金を取ったんだよ！」

　マルクは首を横に振る。逆らうなと言いたいのはわかる。けれど、全部ボルダの言いなりなのが耐えられない。

　なんて自分は無力なのだろうか。エメは自分の非力を恨む。

　もっと体が大きかったら、大人だったら、兄への暴行を止められるのに。もっと力が強ければ、あの憎い奴隷商人を海に放り投げることもできるのに。奪われたものを取り返せるのに。

　綺麗なだけでなにもできない体なんていらない。床に染みこむ涙を見て、エメは下唇を噛んだ。

　ボルダは別室を取ったのか、エメたちと同じ部屋では過ごさない。朝と夕にエメの分だけの食事を置いていく。エメだけが食べるのを見届けて、また部屋を出ていく。一度、半分にしたパンをマルクに食べさせようとしたら取りあげられた。水だけ飲んで過ごすマルクは「心配いらない」と笑う。

　エメはボルダが憎いし、なにもできない自分が悔しくて仕方がなかった。

　二日目の朝、エメはパンを食べなかった。抗議のつもりだった。夕食も手をつけなかった。ボルダはイライラした様子でエメを睨む。

「……なんのつもりだ？」

「お兄ちゃんにも食べるものをください。パンのお金はわたしの売値に乗せればいいでしょ！」

「勝手なことを言うんじゃねぇ」

「じゃあ食べません。わたしが餓死でもしたらあなた大損だもの」

「……三日や四日で餓死しねぇよ」

「死なないとしても病気になるかもよ。あっ、もしかしてその数日のパンの代金がいくらか計算できないの？　わたしがしてあげようか！」

「うるせぇぞ！」

　負けないんだから。大きな声で脅かそうとしたって、負けないんだから。エメは握った手に力を込めた。そうしていないと、膝の震えが全身に伝わってしまう。

「兄の分も食事を！」

「……ったく。面倒くさいガキだ。勝手にしろ」

　逆らわないで言う通りにしようと思っていたが、マルクへの仕打ちに我慢ができない。

　エメの抗議が効いたのか、三日目にはパンがふたつ置かれるようになった。やっとマルクに食べさせることができて、エメは少し安心した。きちんと食べなければ体力を消耗するばかりで、本当に病気になってしまう。ただでさえけがをしているのに。やっと食べ物を口にできて嬉しそうな兄を見ていたら、涙が出てきた。

　あと少し我慢すれば、エリンケアに到着する。その先がどうなるのかわからないが。

　丸い窓から昼と夜を眺めて四日目、太陽が一番高い位置にある頃だった。

　エメとマルクはボルダにせきたてられながら、船の乗客に交ざりエリンケアの港に下船した。

　どこから持ってきたのか、ボルダに薄手の黒いマントを渡された。

「これを着て、兄貴はフードをかぶれ。お嬢ちゃんは俺みたいにターバンを巻いて、髪の毛を全部隠せ。お前たちはエリンケアの人間と見た目が違うから、無駄に目立つ。なるべく顔をあげるな、下を向いていろ」

　エリンケアは気温が高く、正直フードをかぶったりターバンを巻いたりするのは暑苦しい。しかし、言われた通りにしなければならない。

　港は賑わっていた。蒸気船があちこちに停泊して、人がごった返している。積み荷を下ろしているのか、積んでいるのか。エメたちが乗ってきた蒸気船からも、中身のわからない木箱がたくさん下ろされている。威勢のいい声が響き、筋骨隆々の上半身裸の男たちが荷物を運んでいる。エメは「見た目が違う」と言われたことを思い出して、ふと気づく。エリンケアの人々は黒髪が大半を占める。エメのような金髪はまず見当たらない。マルクも明るい茶色の髪の毛で、光の角度によっては金髪に見える部分もある。たしかに隠さなければ目立つだろう。

「人が多いな……」

　ボルダが舌打ちをしている。エメはキョロキョロとあたりを見ていて、歩行者とぶつかった。

「エメ、あまりよそ見するな。僕から離れたらだめだぞ」

「う、うん」

　エメはマルクと繋いだ手をぎゅっと握り直した。ボルダは、後ろからエメとマルクのマントをつかんでいる。人の目を気にしてか、ロープは外されていた。

「このまま進んで……あの倉庫の裏に行くぞ」

　ふたりは言われた通りに歩き、見あげるほど大きな倉庫が三棟並ぶ場所に来た。あいだを通って、倉庫の裏手にまわる。

「到着しましたぜ」

　ボルダは誰かを呼んでいるようだった。

「……久しぶりですね、ボルダ」

　低い声が背後から聞こえた。驚いて振り向くと、ボルダよりもマルクよりも、ずっと背の高い人物が立っていた。足首まである黒いマントで全身を隠すようにしている。ボルダと同じように、顔を布で巻き目元しか見ることができない。細い裂け目のような冷たい目をしていた。右目の下には同じく裂け目のような傷が走っている。

「ボス。お久しぶりです。前回お会いしたのは何年前でしたかね」

「わたしは年月に興味はありません」

　冷たくあしらわれ、ボルダは首を掻いている。ボスと呼んでいるから、ボルダは逆らえない人物なのだろう。

「思い出話をするつもりはありません。早く引き渡しを済ませましょう。わたしも忙しいもので」

「へい……相変わらずですね」

　ボルダはエメのターバンを引っ張って外した。突然のことで抵抗できなかった。豊かな金髪が背中に流れる。

「なにをするのっ」

「お嬢ちゃん、よく顔を見せな。ボス、女の子の歳は十六。どうです？」

「なるほど……ふん」

　ボスと呼ばれる男は大きなゴツゴツとした大きな手で、エメの顎をつかみ、顔をくまなく見ている。汚い手で触らないでほしかった。ぞっとする。

「痛いじゃない！　放してよ」

「おや、活きがいいですねぇ」

　人を魚みたいに言わないでほしい。エメはボスの手から逃れようとしたが、力の差があって敵わない。

「ふむ。大変美しい。いいですね。十六という年齢のわりには体つきなど幼く見えますが、整った容姿との不調和が魅力的です。わたしは嫌いではないですね……白い肌はきめ細やかで、光り輝く金髪は美しい。青い瞳もエリンケアの海のようだ。とても綺麗です。どこでこれを見つけたのですか？」

　これと呼ばれて腹が立つ。エメという名があるというのに。

「四日の船旅でしたよ。名は忘れちまいましたが小さな国の、ルルドという村から連れてきました」

「知りませんね。まぁ、どこでもいいでしょう。言葉の違いもないようですし、産地はさほど重要ではありません。これは高く売れるはずです」

　それを聞いてボルダがヘッヘと気味の悪い笑い方をした。

「エメから手を放せよ」

　マルクが我慢の限界だというように、ボスの手をエメから払った。

「……これは？」

　兄に対してもこれ呼ばわりするなんて。エメはムッとしてボスを睨んだ。

「これは女の子の兄です。ちょっと手違いで……兄妹で連れてきました」

　ボルダの説明を聞いて、ボスはマルクを一瞥しただけだった。

「そうですか……では、兄のほうは鉱山労働力として売りましょう」

　鉱山。やはり兄妹はバラバラにされるのか。

「我がエリンケアには労働力が必要ですからね。健康で文句を言わない使い捨て労働力が。鉱山から値打ちのある鉱石や宝石を採掘し、ますます国を潤わせるための力です。死んだりいなくなったりするので、いくらあっても足りないのですか、ら！」

　ゴツン、と音がした。隣を見るとマルクが蹲っている。

「お、お兄ちゃん！」

「目が気に入りませんね。そんな風に人を睨むものではありません。育ちが悪いのでしょうか」

　ボスが膝をあげているので、蹴ったのかもしれない。なんてひどいことをするのだ。マルクはボルダにも暴行され、傷がまだ痛むはずなのに。

「育ちが悪いのはあなたでしょう！　どうしてなにもしてないのに蹴るのよ！」

「やめろ、エメ……」

「だって！　大丈夫？　お兄ちゃん……」

「心配、するな。大丈夫」

　小声で問うとマルクは苦しそうに返事をする。エメは目の前にあるボスの足を、蹴とばしてやりたかった。

「女の子のほうはどうするおつもりで？」

「上玉ですからね。大公のところで少女をご所望ですので、そちらに」

「それはまた大金持ちのところへ……これは弾んでもらえるんでしょうね？」

　ボルダは金を意味する手つきをして、下品に笑っている。

「欲望に忠実に生きていらっしゃる方です。金に糸目はつけないでしょうね。わたしとしては金よりも、美しいものが壊れていくさまを見ていたいですね。ふふふ」

　ボスとボルダの会話に反吐が出そうだった。エメはマルクの背中をさすりながら、歯を食いしばる。

　悔しい。人をまるで家畜か道具みたいに……。許さない。こんなやつらこそ世の中からいなくなればいいのに。

　逃げなければ。売り飛ばされるどころか、きっと殺されてしまう。エメは地面についた手をぎゅっと握りこむ。ボスとボルダが話の途中でエメから目を離した。

　いまだ。エメは砂をたくさん握った両手を、いきおいよく振りあげる。音もなく砂が舞いあがった。

「ぐうっ！」

　連中にうまいこと砂が命中した。突然のことに慌てふためいている。その拍子に、ボルダの足元になにかが落ちる。金が入った袋だ。エメは素早くそれを拾い、マルクに肩を貸して一緒に立ちあがる。

「お前たち……っ」

　ボスもボルダも顔にかかった砂を払おうと、ターバンを外した。エメは顔を出したボスと目が合った。砂が入ったせいでうまく開けられず、涙を浮かべている。その目は、まるで蛇のようだった。

「……お兄ちゃん、逃げよう」

　隙をついて、マルクとエメは手を取りあって駆け出した。

















第二章












「休憩中に寄ったのかい？　ジェイド」

　ジェイドの母シアラはふくよかな体を揺すって、野菜の籠を担いでいる。

「まだ警備中だよ。この近くに来たから自宅を警備……と、母さんの畑は相変わらず豊作だね」

「父さんが遺してくれた畑だからね。愛情かけると作物もたくさんできるのよ」

　ドスンと音を立てて、シアラはテーブルに籠を置いた。

「いまお茶を淹れるから。お腹は空いていないかい？　今朝、アップルパイを焼いたんだよ」

「最高な偶然だな。食べたい」

　たしかに甘い香りがリビングに漂っていると思っていたが、パイを焼いた残り香だったのか。ジェイドは偶然でアップルパイを食べられることに、素直に喜びを感じる。

「ひとりで平気？　異常はない？」

「母さんはまだ元気なんだから。心配しなくても大丈夫だよ。この丘にはうちしかないし、なにも問題はないわ。ジェイドは自分の任務をしっかりやりなさい」

　母の明るい笑顔を見て、異常なしと判断する。警備もあるが、母の元気な声を聞きたかったこともあって、ジェイドは自宅に寄ったのだ。ジェイドは騎士団寮に住んでいるが、許可を取り母のいる家で数日過ごすこともあった。

　前髪が視界に入る。ジェイドはそろそろ切ろうかと考えながら、黒髪をかきあげた。青と黒を基調とした騎士団の制服は、やっと馴染んできた感じがする。はじめのうちは、この姿を母に見せるのが照れ臭かったのだが。

　母がひとりで住んでいるジェイドの生家は、海が見える丘にある。灯台の丘と呼ばれていて、その名の通り海の道しるべとなる灯台が建っている。まわりに他に家はなく、広い畑と花壇がある。母はこの畑で野菜を育て、港の商店に売りに行く。「シアラの野菜」は新鮮であり、高級料理店で人気があるのだそうだ。畑の世話から収穫から、すべてひとりでこなす母は忙しそうだが、張り合いがあっていいと言う。たしかに母はいつもいきいきしている。

　特別裕福というわけではなかったが、ジェイドはなに不自由なく育った。

　エリンケア王国の王立騎士団に入団して三年が経ち、ジェイドは十八歳になった。入団当時は細かった腕が、剣術を体に叩きこむうちに太くなった。剣を握る手のひらにはたくさんまめができ、潰れては治りを繰り返していつしか硬い皮膚ができた。厳しい訓練で腹が減り、たくさん食べるからか身長も伸びた。先代騎士団長だった父の遺志を継ぐべく、鍛錬の日々である。

　先代騎士団長の息子だということで陰口を言われる立場には、もう慣れた。父のおかげで入団できただとか、父はすごいが息子はひ弱そうだとか、いろいろと嫌な言葉を投げてくる輩がいた。父の力で戦うわけではない。自分が強くならなければ意味がなく、きちんと入団試験を通過していまの自分がいる。陰口をいちいち気にしていられなかった。そんなやつらも黙らせるほどに、自分が強くなればよいのだ。そう思って生きてきた。無視をしているうちに、雑音は聞こえなくなっていった。

　父が海賊との戦いで命を落としたのは、ジェイドが十歳のときだった。

「団長は賊ともみ合ううちに、海に落ちた」

　必死の捜索にもかかわらず、遺体はあがらなかった。だから父の亡骸は、いまもエリンケアの海のどこかに眠っている。

　父の形見として遺った剣は、そのままジェイドの愛用の剣となった。

　柄には青い宝石がはまっている。海の色とも空の色とも思える、美しい輝きを放っている。団長就任の記念に国王から贈られたものなのだと、父が嬉しそうに語っていたことをいまも覚えている。ジェイドは宝石の知識に明るくないので、どんな名の宝石なのかは知らない。詳しく聞かないまま父は逝ってしまった。今度、職人に調べてもらおうか。売るつもりではないので価値には興味はないが、名は知っておきたい。

　エリンケア王国は海に面しており、領海に大きな島ジークラを有している。ジークラ島には女神がいると伝えられており、数百年前に発見されたジークラ鉱山に由来する。金や銀の他に、美しい色の宝石が採れるからだ。父の形見の剣にはめられた宝石も、ジークラ鉱山から採掘されたものだ。

　海から父の遺体があがらないのは、ジークラ島の女神のもとにいったのだろうと皆が言う。しかし、それはジェイドにとって、慰めの言葉にはならなかった。

　父さんを返してほしい。そんな風にしか思えなかった。

　ジークラ鉱山から出たものは、装飾品へと加工される。加工された品物は、国内はもとよりエリンケア名産として輸出されていく。

　鉱山のおかげでエリンケア王国は裕福なのだが、金のあるところには悪がはびこる。富裕層を狙って金を取ろうとする輩が、国内外に多い。

　エリンケアでは、ジークラ鉱山から採掘される資源を加工する仕事が、一番稼ぎがいい。

　海賊はエリンケアへ入出港する船の積み荷を狙う。長年その被害に悩まされてきたが、父は生前、海上警備専門の警備船団を組織した。警備船団がうまく機能するようになり、海賊の被害は減っていった。

　しかし、減らない犯罪がひとつある。人身売買だ。

　海賊を取り締まるという功績を残した父のように、ジェイドは人身売買を失くしたい。

　先日も、船の積み荷から大きな木箱に入れられた少年少女が三人見つかった。奴隷商人が途中で逃げ出したのだろう。幸い彼らは全員けがもなく、現在は保護施設で暮らしている。

　人の命を売り買いするなど最低の行いだと思う。人身売買を撲滅しようと入出国の管理や国民登録など、取り締まりを強化しているが、イタチごっこだ。

　鉱山の労働力として人身売買が減らないという要因がある。エリンケアの民が、ジークラ鉱山で危険な仕事をするのを嫌がるからだ。採掘には万全を期しているとはいえ、坑道の落盤や火災で命を落とす労働者が少なからずいる。

　ここ数年は、思わぬところから声があがっている。人身売買が減らないのは、エリンケア国王がしっかりしないからだと国内に批判があるのだ。王族も奴隷を買っているのでは？　と噂も流れている。

　ジェイドはシアラが用意してくれたアップルパイをたいらげて、茶を飲みひと息ついた。あと片づけをして母に声をかける。

「アップルパイとても美味しかった。母さんは菓子作りもうまいんだから、今度商品化したらどうなの？　港町で売れるだろうよ」

「なるほど。菓子屋の主人に聞いてみようかねぇ」

　まんざらでもなさそうな母の様子に、これはきっと実現も近いだろうと思う。また忙しくなるのだろうな。

「じゃあ母さん。俺は任務に戻る」

「がんばりなさいな」

　見送る母に手を振ってジェイドは家をあとにし、港町を警備中の騎士団の仲間たちと合流した。

　移動で使う馬を人の往来に邪魔にならない場所に繋いで、市街に通じる大通りを騎士団員と歩く。今日もエリンケアの港町は賑やかで、一番高い位置まで昇った太陽が照りつけていた。

　店先に並べられた食材を選ぶ人たち、客を呼び込む店の主人たち。活気があり、人々もいきいきとしている。街並みは整備され、不潔さはない。公園には子どもたちの笑い声が響き、花壇には色とりどりの花が咲く。市街地担当の騎士団警備があるから、なにか異常があればすぐに駆けつけることができる。

　こんなに平和な風景の裏に、人間の命を売り買いする輩がいるのだ。ジェイドは小さくため息をついた。

　どんっ。なにかが後ろからぶつかった。ジェイドが振り向くと、黒いマントをかぶった人が蹲っている。

「ご、ごめんなさい」

　少女の声だった。

「どうし……」

　顔をあげた彼女の姿に目を瞠る。年の頃は自分よりもいくつか下だろうか。フードからひと束だけ零れた、燃えるような金色の髪の毛、エリンケアの海のように澄んで美しい青い瞳。ひと目で国内の人間ではないとわかる。その瞳が怯えて涙を湛えている。ジェイドは思わず、零れそうな涙を両手で受け止めようとしてしまった。

　張り詰めて悲しくて、苦しそうで。どうしようもなく美しく、目が離せない。

　なにかを叫んでいる。声ではなく、心に伝わってくる。

　女性に心を奪われることもなく生きてきたが、柄にもなく目の前の少女に見とれてしまう。

　転んで膝でも擦りむいたのだろうか。ジェイドは少女に微笑みかけ、手を伸ばす。
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「……どうした。なにがあった？」

「エメ、こっちだ」

　エメと呼ばれた少女の腕をつかんで、引き起こす若者がいた。

「お兄ちゃんっ」

　若者が「こっちだ」と少女を連れて走り去った。

　ジェイドは呆然と見ていたが、すぐにその様子を異常だと感じた。彼らはなにかから逃げている。だとすれば、なぜ逃げるのか。ジェイドははっとする。金髪で青い瞳の人間は、エリンケアには存在しない。大陸内の周辺諸国にもいないはずだ。海を越えたずっと遠くの国に存在するのは知っているが、見るのははじめてだった。その見た目が逃げる理由なのだ、きっと。嫌な予感がする。

　少女たちは海のほうに走っていった。あのまま行けば砂浜に出るだろう。無事に逃げきることができれば、の話だが。

　ジェイドは人込みを見回した。なにがある？　なにから逃げている？　あの少女のことを放ってはおけなかった。

　前を歩いていた仲間たちに駆け寄って、声をかけた。

「すまん。先に行ってくれ」

「おい、ジェイド。どこへ行く？」

「少し気になることがある。先に行っててくれ！」

　単独行動がいいかどうかはわからないが、騎士団が複数人で追いかけないほうがいいのではないかと思ったのだ。少女たちがなにかから逃げているのなら、そのなにかが騎士団を警戒して隠れてしまう。

　ジェイドは方向を転換して、繋いである馬のところへ走った。そこで騎士団の上着を脱いで、馬に跨り高い位置から兄妹の姿を捜す。が、見当たらない。しかし、兄妹と同じように黒いマントをかぶった人間が数人、なにかを探すような素振りを見せているのが見えた。紛れているのだろうが、ジェイドの目には彼らが異質に映る。

「……あれに追われているのか？」

　うちのひとりが海を指さした。それに従って、マントの人間たちは兄妹が向かった方向へ走り出している。ジェイドもひとまず海へと馬を走らせた。

　兄妹は土地勘がないのだろうと思うが、遮るものがない砂浜に出るのは得策ではない。危険だと思う。闇雲に逃げているのだ。

　マントの人間たちよりも先に、兄妹を見つけなければいけない。

　港町と砂浜のあいだに立ち並ぶ倉庫のあいだを駆け抜け、砂浜に出た。目の前にふたつの黒いマント姿の人間が走っている。きっと、どこへ逃げればいいのかわかっていないのではないだろうか。海に向かって右手が市街地へ続く砂浜、左手が船着き場だ。兄妹は市街地へ向かって見晴らしのいい砂浜を走っている。

　このままでは見つかるだろう。ジェイドは剣に手をかける。理由がわからないから、追ってくる者たちにむやみに斬りかかるわけにはいかないが。そのとき、兄に手を引かれていた妹が転んだ。

「おい、大丈夫か！」

　ジェイドは馬から降りて駆け寄り、妹を助け起こす。よく見ると兄のほうは唇が切れて、服が破けていた。暴行を受けたあとだろうか。

「エメ……！　立てるか」

　転んだのは妹のほうなのに、兄のほうが顔を歪めている。押さえている腹が痛むのだろうか。逃げているのだろうが、この様子ではつかまるのは時間の問題だろう。

　駆け寄ってきたジェイドに、兄が険しい目を向けてくる。少なくとも敵ではないことをわかってもらわなければ。

「きみたちはどうしたんだ？　追われているのか？　失礼かもしれないが、この国の人間ではないようだ。困っているなら、俺は力になれると思うのだけれど」

　なるべく柔らかく話しかけたつもりだ。すると、兄の眼差しにあった警戒心が少し緩んだ。

「あなたは……？」

「俺はエリンケア騎士団のジェイドという」

　騎士、と口にして兄はジェイドの向こうに視線を向ける。追っ手が見えたのか、顔を歪めた。

「逃げているのか？」

「ぼ、僕たちは……」

「……きみたちを助けよう」

　そう申し出ると、兄は真っ直ぐにジェイドを見た。

「ジェイド。……僕はあなたのなにを信じればいい？　このままではきっとつかまる。わかっている。どこへ逃げればいいのかもわからない」

　兄はつかまる可能性が大きいまま、妹を連れてどうやって逃げるか悩んでいる様子だ。

「妹さんが泣いている。きみも傷だらけで、俺は放っておけない。だから、助ける」

　そこまで言ったとき、兄がジェイドの腕を力が強くつかんだ。痛いくらいだった。

「僕はマルク。……頼む、妹を」

「おい」

「僕は足手まといになる。きっと逃げきれない。妹だけでも助けてくれ」

「どうして」

「……僕らは奴隷商人に追われている」

　妹と同じ色をした兄の青い瞳が、真剣にジェイドを見ている。

「……やっぱりか。きみたちはどこから？」

「すまないが、話している暇はない。僕が囮になる。お願いだから妹を連れて逃げてくれ」

「やだ、お兄ちゃん。なに言ってるの？」

　妹を助けるために自分が囮になるなんて。自分はいまふたりを助けなければいけないのに。しかし、考えている時間はない。

　どちらを助けるか選ぶのではなく、どっちも救える自分になれ。ジェイドの頭に父の声が響く。

　ジェイドは立ちあがる。

　兄の願いを叶えるために、なにをすればいいだろうか。妹だって兄を助けたいはずだ。俺はなにをすればいい？

「……マルク、馬に乗れるか？」

　そう問うとマルクは頷く。

「この馬を使ってくれ」

「え、でも」

「悩んでいる時間はない。俺が言うことを覚えて、その通りに逃げてくれ」

　再びマルクは頷く。ジェイドは土地勘のない彼のために、地形を思い描く。

「砂浜は遮るものがないから、馬で走り去る姿は追っ手に見つかるだろう。船着き場と反対へしばらく行くんだ。そして、太陽がどちらにあるか確認しろ。この国の日の入りは陸側、海を背にして太陽が沈む方角へ走れ。灯台が建つ丘が見えてくる。坂道を登って青い屋根の屋敷に行け」

「そこは？」

「俺の家だ」

「そ……そんなことをしたら」

「いいから。妹を悲しませちゃだめだ。それに俺はきみも助けたい。馬なら逃げきれる」

　マルクに馬の手綱を握らせる。彼は妹の頭をぐしゃっと撫でてから、馬に跨った。

「お兄ちゃん！」

「逃げろ、エメ。その人と一緒に行け」

　マルクはエメにそう言い、ジェイドに視線で「頼む」と言ってきた。蹄の音を響かせて、馬は兄を乗せて走り去った。

「お、お兄ちゃ……」

「妹さんは俺と来るんだ。一緒に逃げるぞ」

　マルクの背中を悠長に見送っている時間はない。ジェイドは砂浜にある岩場に妹を連れて走った。

　兄がうまく逃げおおせることを祈るしかできない。そして、いまはこの妹を守らなければいけない。ジェイドは妹を後ろから抱きかかえて、岩の隙間に滑り込む。

「少し窮屈かもしれないが、しばらく我慢してくれ。……きみの名はエメっていうのか」

「……うん」

　彼女はこくこくと首を縦に振っている。食いしばって涙をこぼしているようだ。

「お願いだ、泣かないで。あいつらに見つかるわけにはいかない……」

「ふ……うう……」

　エメは自分の口を両手で覆って泣いている。不安なのか怖いのか。そのどちらも感じ取れるので、かわいそうで仕方がない。

　息を殺していると、何者かが砂を踏みしめて歩いてくる。息づかいが聞こえてくる。近づいてくる。声がする。

「くそ、どこに行きやがった……」

　すぐ目の前を黒マント数人が歩いている。太っているやつ、大柄なやつ、小柄なやつがふたり……全部で四人か。男なのだと思う。見つからなければここから逃げられる。戦うのではなく逃げる。この子を抱えたままでは戦えない。見えないが、やつらはあのマントの中に帯剣しているかもしれない。とにかく息を殺していろ。遠ざかれ、行ってくれ。ここにはなにもないから、行ってくれ。

　ジェイドの願いが天に通じたのか、マントの男たちは岩場を背にして向こう側へ歩いていく。

「あの太ったやつに船で連れてこられたの……あいつ、お兄ちゃんをたくさん殴ったわ」

　エメが小声で教えてくれた。自分は味方として認識されたのだろうか。

「あいつらあの大きな男のことを、ボスって言ってた」

　頭からすっぽりターバンを巻き、全身を覆うような黒いマントを着ている巨体の男がボス。あの太ったのが奴隷商人か。目で追っていると、太った男が顔に巻いていたターバンを取る。ジェイドは顔を覚えた。

「おい！　ひとり馬で逃げたのが見えたぞ」

「なぜ馬？　このへんに繋いであったのか？」

「知らんが、そう遠くへ行ってはいないだろう。あっちも見てみるか」

　ひとりが指さす方向は、兄が走り去った方向と反対だ。ホッと胸を撫で下ろすが、エメが小刻みに震えているのを感じた。

「きっとマルクは大丈夫だ。少しのあいだ辛抱してくれ」

　エメはまたこくこくと頷く。

　怖いのはジェイドも同じだった。いま見つかってしまい、岩のあいだで身動きが取れないままふたりとも刺される危険だってある。とにかくやりすごしたい。

　この子を助けなければ。大丈夫だからと、何度そう声をかけただろうか。安心してほしくて、エメの美しい金髪の頭を撫でた。彼女の震えがおさまっていくのと同調するように、ジェイドの恐怖も小さくなっていく。

　転んだときにかぶったのか、エメの髪の毛から砂のにおいがする。










　岩の隙間から抜け出たときには、すでに太陽が沈んでいた。何時間あそこにいただろう。明るいうちに動くのは得策ではないとジェイドが言うので、ふたりでじっと時間が経つのを待ったのだ。

　マルクが無事にジェイドの家に辿りついていますように。エメはただそう願うしかなかった。ジェイドが「大丈夫だ」と何度も言ってくれるので、不思議と信じることができた。張り裂けそうなほどに不安だったのに、不思議だ。

　ジェイドに手を引かれ、闇に紛れるようにして歩いた。黒いマントの奴隷商人一味がまだそのあたりにいるかもしれず、油断はならなかった。

　あたりに注意を配りエメの体を自分の腕の中に隠すようにして、ジェイドは歩いてくれた。

　砂浜から港町に移動する。港町を抜けて建物が少なくなってくると、丘が見えてきた。

　太陽に向かって走れと言った、ジェイドの言葉を思い出す。いまはもう沈んでしまったから、太陽は見えない。自分はこの繋いだ手を頼りにするしかない。

　ジェイドはどうしてこんなに一生懸命なのだろう。なんのために自分を助けたのだろう。理解できないでいたけれど、真剣な横顔を見ていたら感謝の気持ちに変わっていく。大丈夫だ。きっと大丈夫なはず。丘の上へ続く長い坂道を上るあいだ、この先にあるジェイドの家には兄がいて、無事に再会できるはずだ。そう思えた。

　しかし、そう簡単に願いは叶わなかった。ジェイドの家に、兄はいなかったのだ。

「俺と同じくらいの年頃の男が来なかったか？」

　その問いに、ジェイドの母は首を横に振ったのだ。

「……お兄ちゃん……」

「その人はあなたの兄さんなのかい。はぐれたのかい？」

　そう問われ、泣いてしまいそうなのを我慢しエメは頷いた。

　ジェイドによく似た顔の恰幅のよい女性は、シアラと名乗った。あきらかに怪しい自分を見ても彼女はなにも言わず、家に入れてくれた。ジェイドが事情を話してくれているあいだ、シアラは眉間に皺を寄せてエメを見ていた。やはり迷惑に違いない。

「ごめんなさい」

　ついそんな言葉が口をついて出る。

「あ、しゃべれるのね。話せないか言葉が通じないのかと思ったわ。なにを謝る必要があるの」

　シアラは苦笑している。

「大変だったね。風呂に入って砂を落としていらっしゃいな」

　そう言いエメの手を引いて、浴室に連れていってくれた。大変だったね、という優しい言葉が緊張で硬くなっている肩を解していく。

「この丘にはうちしかないし、灯台を目指していたなら迷うことはないと思うんだけれどねぇ」

　あとで外を見ておくわ、とシアラは微笑んだ。

　兄はどこへ行ってしまったのだろう。道に迷ったのか。まさかつかまってしまったのだろうか。

　湯につかりながら、エメはまたグスグスと泣いた。マルクと離れ離れになってしまって、不安で仕方がない。

　エメを連れて逃げてくれたのは、ジェイドという若者だ。エリンケアの王立騎士団に所属し、真っ直ぐな瞳をしていた。

　こんな薄汚れたどこの馬の骨かもわからない人間を助け、家に招き風呂にまで入れている。ジェイドと母シアラはお人よし過ぎるのではないだろうか。そう思いながらも、エメはありがたかった。ジェイドがいなかったら、どうなっていたかわからない。少なくても兄は逃がされ、自分は助けられた。

　のろのろと着替えて浴室から出た。髪の水気を拭いていると、食欲をそそる料理のにおいが鼻に届いて空腹を揺さぶる。じわっと唾液がわき出てくる。

　清潔な服も用意されており、エメはそれに着替えた。襟と袖に可愛らしい花柄のレースがあしらわれているワンピースだ。腰の位置でリボンを結ぶようになっている。色は青で、エメの瞳の色と同じ。とても着心地がよかった。エリンケア製のワンピースは、ルルド村にいたときは見たことがなかったデザインだ。

　身支度を整えて浴室から出てきたエメを、シアラが迎えた。「その服よく似合うわ」と笑っている。ホッとする笑顔だった。エメは母親を知らないが、こんな風に優しい女性だったのかもしれない。そうだといいなと、顔も知らぬ母を思った。

「エメちゃん、食事の支度ができたから食べましょう。お腹が空いていたらなにもできないわ」

　ぐう、と腹が鳴る。テーブルに並んだ料理は孤児院で食べていたものと違っていたが、とても美味しそうだった。野菜がたくさん入ったスープ、焼き目のついた肉はひとくちの大きさに切ってある。

「ささ、座って。温かいうちに食べましょう。お口に合うといいのだけれど」

　シアラは立ち尽くすエメの手を取って、椅子に座らせる。

「ありがとう……ございます……嬉しいです。こんなにしていただいて」

　エメが礼を言うと、シアラはぱっと表情を明るくした。

「どういたしまして。ねぇジェイド。母さんこんなに綺麗な子はじめて見たわ」

　綺麗だと言われ、エメは恥ずかしかった。もじもじしながら椅子に座っていたら、エメの髪を櫛で梳いてひとつに結んでくれた。シアラは嬉しそうに笑っている。

「あの、着替えもありがとうございます……」

「わたしが若い頃に着ていたものなの。お古で悪いのだけれど、とても似合っているわ」

　母さんの？　とジェイドは首を傾げている。彼と目が合ったら、すぐに逸らされた。

「船でエリンケアに連れてこられたみたいなんだ」

「……どうして知っているんですか？　わたしが船で来たこと」

「話をしたじゃないか。日が暮れるまでのあいだ」

　ジェイドはため息をつきながら苦笑する。そういえば岩場に隠れているあいだに、そんな会話をした気がする。記憶が途切れ途切れでよく覚えていない。

　それならエメとマルクの兄妹が、奴隷商人に連れられエリンケアに売られてきた奴隷だとわかっているのだ。

　ますます感謝の気持ちが膨らむ。

「ご、ごめんなさい。わたし……」

「無理もないよ。ここにいればひとまずは大丈夫だから。一緒にマルクを待とう」

　どこまでも優しい言葉と声だ。視線をあげると、ジェイドは真っ直ぐにエメを見ている。隣のシアラも温かい笑顔だった。

　わたしだけこんなに温かい場所にいる。自分が馬鹿だったせいで、お兄ちゃんをあんな目にあわせた。

　真心のこもった美味しい食事とわざわざ用意してくれた清潔な服からは、ジェイドとシアラの優しさがしみてくる。助けてくれたジェイドを、信用したいと思う。信じるしかない。

　胸が詰まったようになり、空腹なのにあまりたくさん食べられなかった。そんなエメを見て、シアラは早くに休めるようにと部屋を二階に準備してくれた。

「部屋がたくさん余っていてねぇ。わたししかいないから毎日掃除で時間がなくなるばっかりなのよ。自由に使ってね。トイレはあそこ、わたしは一階にいるわ」

　うふふと笑いながら、シアラは部屋から出ていった。

　エメに用意された部屋の窓に引かれたカーテンは半分開いていて、月明かりが射し込んでいた。小さなテーブルセットとベッドがある。エメのために飾ってくれたのか、ガラスの一輪挿しには小さくて黄色い花が活けてある。花の名前はわからない。

　寝間着が用意してあったので、それに着替えた。明日以降はなにか家のことを手伝おう。なにも働かずに施しを受けるわけにはいかなかった。マルクと合流すれば、ここを出ていくのだから。

　エメは小さくため息をついた。そのとき、ドアがノックされる。

「ちょっといいかな」

　ジェイドの声だ。エメはドアを開けて「どうぞ」と招き入れようとしたが、彼は入り口に立ったまま動こうとしなかった。どうしたのだろう。

「あの……どうぞ？」

「その、女の子の部屋に入っては……ちょっとさ」

　彼はそんなことを気にしているのか。女の子と言われてこそばゆかった。

「だってここはジェイドの家ですし……気にしなくていいです」

　そうだけれど、などと言いながらジェイドは部屋に入り、ドアの近くに立った。エメはベッドに腰かける。

「あのさ、エメ。そんなに丁寧に話さなくてもいいよ」

「年上の人には丁寧な言葉を使うこと、年下の子には優しく声をかけなさいって習ったものだから」

　ふうん、と彼は腕組みをする。

「それはそうだな。でも、俺にはそんな風にしなくていいよ。そうだ、兄貴と同じように話せばいいよ」

　屈託なく笑う表情を見ていると、なんだか心が軽くなる。助けてくれたときは鋭く真剣な眼差しだったけれど、いまはちょっと違う。空気が柔らかい。

　エメは硬く握っていた拳をふっと解いた。

「エメ、歳はいくつ？　俺は十八」

「わたしは十六。ジェイドは兄と同じ歳なのね」

　なるほどと思ったエメだったが、勝手に親近感を持っては迷惑だろう。ジェイドは家族ではないのだから。

「ジェイドは……どうして助けてくれたの？」

「困っていたんだろ？　エメの目が叫んでいたんだ」

「……なんて？」

「助けてって」

　エメはドキリとした。そんなことを言った覚えはない。

「俺は騎士だ。一番には国王陛下を守るのが責務。そして陛下の国、住んでいる人々を守るのも俺の役目だ」

「わたしはエリンケアの人間じゃないよ」

　この国に見た目が自分のような人間はいない。わたしはエリンケアの人間じゃない。金髪をいじっていると、エメの様子を見てジェイドが首を傾げる。

「変なこと言うなぁ。住んでなくてもエリンケアで出会ったんだ。目の前にきみが来て、困っていた。助けてって叫んでいた。だから助けた。それだけだよ」

　なんて簡単そうに言うのだろう。いままでもそんな風にして生きてきたのだろうか。

　大丈夫だ。助けただけだ。ジェイドが言うとなんでもできるように思えてしまうのは、どうしてだろうか。

「ジェイドって、わたしの知ってる騎士様とだいぶ違う」

「そうか？」

「わたしがいた村に来るのは、乱暴に振る舞う騎士様たちばかりだったから」

　見回りだと言いながら、酒のにおいを漂わせてやってくる。貴重な材料で作った焼き菓子を食べ散らかす。子どもたちが作った玩具を壊す。横暴で居丈高で、エメは彼らが大嫌いだった。俺たちは国を守る騎士様だぞ。敬えと叫ぶ。

　国を守るのが役目のはずなのに、弱者に対して偉ぶり強さを誇示することしかできない。エメは彼らを、一度たりとも国を守る騎士だと思ったことはなかった。

「いつもお兄ちゃんがやりすごしてくれていたの。腕力では敵わないから、隠れたり、大事なものを隠したり」

　黙って聞いていたジェイドは、顔色を曇らせる。

「エリンケアにもいろんな騎士がいるけど、ひどいな」

「ジェイドみたいな騎士様がよかったわ」

「俺だってできないことがあるけれど、きみの国にいる騎士たち全員がそういうろくでもないやつらではないと信じたいね」

「乱暴な騎士は大嫌いだったけれど、孤児院での生活は嫌いではなかったわ」

　そこまで話してエメはひとつ息を吐く。育った場所でずっと生きていくはずだった。自分はなぜいま知らない国にいるのだろうか。

「嫌いではなかったけれど、あの場所に自分はいらなかったんだよね」

「どうしてそう思う？」

「わたしを奴隷商人に売ったのって、孤児院の院長なの」

「……最低だな」

　このことはジェイドに話してなかったのか。岩場での会話を覚えていないから、どこまで自分のことを伝えたのかわからない。

「院長は孤児たちの父親代わり。子どもたちを集めて面倒を見ていただけだから」

　慈善事業のひとつで、村長としても地位を守るためのものであっただろうが、裏では人身売買に手を染めている。いままで孤児院を出ていった子らの中で、エメと同じような目にあっている者もいるのかもしれない。そう思うと胸が苦しくなる。

「血の繋がりのない人間の集まりなんて、そんなものなんだなって思った。売ろうが死のうが、どうでもいいのよ」

　だからエメがどうなろうと、院長には良心の呵責などなかったのかもしれない。もうエメの名や顔も忘れているかもしれない。腹立たしさよりも悲しく思ってしまうのは、やはりエメの中では家族だと思っていたからなのだ。それが悔しかった。

　孤児院の皆がひとつの家族だと思っていたのは、自分だけだったのか。

「その院長が悪いやつなだけだ。父親代わりなどしてはいけない人間だったんだ」

　腹を立てているのか、ジェイドの拳は震えていた。

　エメには親の記憶がないが、ジェイドにはきっと素敵な父親がいるに違いない。母のシアラはあたたかい女性だし。

「ジェイドのお父さんって、どんな人？　仕事に行っているの？　わたしには両親の記憶がないから、聞いてみたい」

「父さんは俺が小さいときに死んだんだ。エリンケアの騎士で、国のために戦って死んだ」

　留守にしているだけだと思い聞いたのだが、まさか亡くなっていると思わなかった。聞いてはいけなかったとエメは後悔した。

「そう……なの？」

「エメが渡ってきたエリンケアの海のどこかにいるよ。いまも」

「ごめんなさい。辛いことを聞いてしまったわ」

「謝らなくていいよ」

　ジェイドの目が少しだけ潤んでいる。彼の父は海で死んだのか。

「俺は父さんが大好きだった。目標だった。心の支えだった」

「ジェイドは……お父さんに会いたい？」

「そうだな。会えるものなら」

　ふたりとも実現したいけれどできないことで悩んでいる。似ているけれど違う。本当に自分はどうしたいのだろう。

「エメは村に帰りたいか？」

「わからない。あの日を境にすべて変わってしまった。変わらなければよかったとも思うけれど」

　エメはため息をついた。村に帰りたい。孤児院のみんなに会いたい。けれど、院長は大嫌いだ。だから帰りたくないし戻りたくない。売られてきた事実は受け入れがたい。この身に支払われた金で孤児院と村の役に立ったのかもしれないけれど、マルクを危険な目にあわせてしまったし、行方がわからない。あの村を出なければよかったのに。元に戻りたい。でも。

　矛盾する気持ちが心に渦巻いて、もてあましてしまう。

「俺も同じ。父さんに会いたくても会えない。昔に戻りたいけれど、そんなことは無理だ。父さんは死んでしまった。心がごちゃごちゃしてしまうんだ。エメもきっと同じなんだろうな」

　そうか。ふたりとも気持ちがごちゃごちゃなのだ。いつか、整理がつくのだろうか。

「答えも見つからない。それならそれで思うままに動いたり、委ねて生きたりする」

「うん……そうだね」

「……いまの俺の役目はエメの兄貴を見つけること」

　ジェイドの言葉が希望の糸のようだ。つかまっていないと心も体も落下してしまいそう。泣くつもりはなかったのに、ぽろぽろと涙が出てきて止まらなくなってしまった。

「あわわ……」

　ジェイドが困った様子で頭を掻いた。

「ご、ごめんなさい……うっうっ……」

　こんなことになって寂しいし、悔しい。でもそれを埋めてあまりあるほど、ジェイドとシアラの優しさが嬉しい。

「そんなに泣いたら大変だ。だめだって、もうほら、目玉が零れそうだ」

「なにそれ、目玉が零れるなんて……そんなわけないじゃない」

　彼は服の袖でエメの涙を拭ってくれる。

「一緒にがんばろうな」

「う、うん」

「俺がついてる。大丈夫」

　ジェイドが言うとなぜか、本当に大丈夫だと思う。なにも確実なことがないというのに。

「もうおやすみ。明日はいい日になる」

　ポンポンと頭を撫でながらジェイドはもう一度「おやすみ」と言って、部屋を出ていった。

　ルルド村の孤児院で生きていた自分は、その小さな世界から捨てられたと思った。マルクと一緒に放りだされて、途方に暮れていた。

　死ぬかもしれなかった。

　エメは撫でられた頭に手を当てる。彼は使命感から助けてくれたのかもしれないが。ジェイドが拾ってくれたのだ。この命を。そう思うと胸が苦しくなって、涙が出てきた。










　次の日ジェイドは騎士団管理部門へ出向き、少しのあいだ実家で過ごす許可を取った。自室に寄って荷物を取り、騎士団寮を出ようとしていたときだった。団長のアンバーに出くわした。

　アンバーは先代騎士団長だった父の右腕と言われた騎士だ。父亡きあと騎士団長に就任している。巨体に似合わず俊敏な動き、鍛えあげられた腕や胸の筋肉は、騎士団の制服の上からでもわかる。頭髪も眉毛もなくつるりとした顔に両目が鈍く光っていて、父とともに海賊と戦ったときに負ったという、右目の下にある傷が目立つ。

　理由はこれといって説明ができないが、ジェイドはアンバーが苦手だった。

　苦手ではあるが、地位はアンバーが上だ。ジェイドは右手を胸に当てるエリンケア騎士団式敬礼をし、アンバーに敬意を表した。

「お疲れ様です。アンバー団長」

「ジェイド。ごきげんよう。そういえば、しばらくご自宅で過ごすそうですね」

「はい。許可していただきありがとうございます」

「なんぞ問題でもあるのですか？　ご自宅にいなければならない不都合なことでも起きましたか？」

「いいえ。自分の問題ではありません」

　ジェイドは首を振る。家に帰ると思われたのだろうか。

　エリンケア王立騎士団では、訓練が厳しくて退団を申し出て家に帰るものがたびたび出る。逃げて戻らない者もいる、その他退団の理由は様々だったが。

「アンバー団長。少々お時間をいただいてもよろしいでしょうか」

　ジェイドはアンバーに申し出て、人気のない騎士団棟中庭に移動した。アンバーを苦手であっても、自分は騎士団員でありアンバーは団長だ。ここは話しておいたほうが、エメの身の安全を守ることができて、マルク捜索にも有利だと考えた。

「なるほど、ルルド村……聞いたことがないですが、きっと遠い国からいらしたお嬢さんなのですね」

　ジェイドの話を、顔色ひとつ変えずに聞いていたアンバーだった。

「どのような子なのですか？」

「金髪碧眼で、兄妹なのです」

「ほほ、兄妹ですか。兄も金髪？」

「いいえ。兄は明るい茶色の髪で。でも、瞳は青です」

　アンバーはふむ、と目を細めている。なんだか少し不機嫌そうなのは気のせいだろうか。勝手なことをしたと思われたかもしれない。

「そうですか……金髪碧眼ですか。我がエリンケアでは珍しい見た目ですから、奴隷商人に目をつけられたのでしょうね。ふたりともあなたの家で保護しているのですか？」

「妹だけです。兄は囮になるといって別の方向へ逃げていったのですが、行方知れずなのです」

「……なるほど。それでは、わたしのほうでも捜索してみましょう」

　予想外の言葉にジェイドは少々驚いた。

「ほ、本当ですか！　ありがとうございます。仲間にも協力をしてもらおうとしていたところだったので」

「お仲間も他に任務があるでしょう。忙しいでしょうから、兄のほうはわたしに任せてみてはいかがです？　ジェイド、あなたは妹さんをしっかり警護しなさい。なにかあっては大変です。あなたには母上がいますから、妹さんも安心できるでしょう」

　なるほどとジェイドは頷く。アンバーがそのように言ってくれるとは意外だった。人身売買撲滅は騎士団の役割のひとつでもあったが、アンバーはどちらかというと海上警備のほうを手厚くしている印象だった。現に、ジェイドの父が組織した海上警備船団に属していたことがあるそうだ。直接聞いたことはないが、先代の遺志を継いでいるのかもしれない。

　エメを警護するよう言われれば、ジェイドは動きやすい。

「兄妹をエリンケアへ連れてきた組織があるでしょう。奴隷商人単独で国をまたぎ、人身売買をすることは難しいでしょうから。ですので、その組織を叩きます。人身売買の横行は国王陛下の悩みの種のひとつ。撲滅は国の希望、我々の任務でもあるのです」

　アンバーの言葉で身が引き締まる思いがした。ジェイドは背筋を伸ばす。

「はい」

「あなたは妹さん身辺と自宅の警護、兄の捜索はわたしが隊を組織します。状況は逐一報告するように」

「了解しました」

「兄が見つかったら報せましょう。土地勘もない国でひとり、しかもけがをしているとのことですね？　そう遠くへは行けないでしょうから、どこかに隠れている可能性は大です。奴隷商人につかまっていなければの話ですが」

「自分も同感です。丘の上にある青い屋根の家を目指して逃げろと……自分の実家ですが、そう伝えてあるので」

　そうですか、とアンバーは微笑む。ジェイドにとっては心強いことだった。

「ありがとうございます。自分は引き続き妹を警護、できる範囲で兄の捜索をします」

　アンバーに礼を言ってジェイドはその場を辞した。

　エリンケアの騎士団長がマルクの捜索を手配してくれる。アンバーのことは苦手だが、影響力は絶大だ。

　明るい話題と一緒に、なにか彼女が喜ぶようなことをしたい。そうだ、途中の菓子店でなにか買って帰ろう。甘い菓子を好きだといいのだけれど。

　ジェイドが帰路につくと、もうすっかりあたりは暗くなっていた。家に向かう途中ずっと、マルクがいるのではないかと注意深く見回した。しかし、特別な様子はなかった。

「ただいま」

　玄関を入ると奥のキッチンから母の「おかえり」と言う声が聞こえてくる。かすかな望みとして、マルクが家にいるのではないかとも思ったが、どうやらそれもなさそうだ。

「母さん。エメは？」

「部屋にいるよ」

「どう？　エメの様子は」

「うん。朝食をとってからずっと部屋に閉じこもっている。……急には変わらない。仕方ないものね」

　シアラはため息をついた。母がエメをずっと見ていてくれるから、安心ではある。

　過酷な日々を経てエリンケアに来たのだ。兄妹離れ離れになり、兄は行方不明。奴隷商人に買われ知らない国に連れてこられるなど、どれだけ精神的に苦痛なことか想像を絶する。元気に振る舞えと言われても、できるわけがないだろう。

　ひとりでそっとしておくのがいいのか。でも気になる。放っておけない。

　ジェイドは急いで夕食をかき込むと、買ってきたクッキーとチョコを持って、エメの部屋へ向かった。

　ドアをノックする。返事はなかった。

「エメ、俺だよ。ジェイドだ」

　再びノックをしようとしたら、ドアが細く開いた。青い瞳が潤んでいて、瞼が赤くなっている。

　また泣いていたのか。ジェイドは胸が締められるように痛んだ。

「おか、おかえりなさい……」

　鼻水をすすりながらそう言うエメは、睫毛に残る涙をさっと拭いた。

　部屋に入るとカーテンと窓が全開だった。

「あまりカーテンを開けないほうがいいかもしれない。万が一このあたりに奴隷商人たちがいたら大変だ」

「ここからお兄ちゃんが見えないかと思って。……ごめんなさい、言われた通りにするわ」

　エメは慌てて窓とカーテンを閉めた。

「エメ、マルクのことで伝えたいことがある。エリンケア騎士団長が捜索に協力してくれることになった」

「どういうこと？」

　不安そうな顔をするエメを「安心して」となだめる。彼女はいまにも泣きそうだ。

「捜す範囲が広がるし、人も多く手配できる。見つけたらすぐ保護してくれるよ。たぶんマルクはそう遠くへは行っていないと思うし。どこかで隠れていると思いたい。けがもしているから早く見つけないといけない。奴隷商人たちにまたつかまったりしたらそれこそ……」

「そんな怖いことを言わないで、お願い」

「怖がらせてごめん。でもエメ、現実だから。そうならないようにするんだよ。マルクが俺たちと別れたあとにすぐここへ来れないのはなにか理由があるはずだ」

　不安ではちきれそうな表情のエメは、縋るような目で見てくる。またジェイドの胸はギリギリと締められる。

　許せなかった。まるでもののように人間の命を弄ぶ。値段をつけて。エメは心がある人間で、人形じゃない。細い体でたくさんの辛い思いを抱えて過酷な運命を背負い、ひとりで涙を流している。

　俺になにができるのだろう。

「騎士団長からエメの警護をするように言われた。だから一緒にいるよ」

「……本当？」

　エメの表情がぱっと明るくなった。そんなに嬉しそうにされると思わなかった。エメは目を細めて、また目尻を指で拭った。

「エメ、またひとりで泣いていたんだろう？」

「シアラさんも心配するから泣かないわ」

「嘘をつかなくていいよ。気づかないわけないだろ」

　そう言うとエメの表情はまた暗くなる。無理に笑おうとする青い瞳は、不安ではちきれそうなのだ。そこでジェイドは手に持ったものを思い出した。

「忘れるところだった。クッキーとチョコレートだよ」

「……チョコレート？」

　チョコレートを知らないのかもしれない。ジェイドは菓子の入った箱を開けて、テーブルの上に置いた。甘い香りが立つ。

「食べよう。夕飯も食べてないんだろう？　甘いものならいいかなと思ったんだ」

　どうぞ、と差し出すとエメは遠慮がちにクッキーをひとつ口に入れた。サクサクという咀嚼の音を聞いて、少しホッとした。食べてくれた。

　クッキーを食べ終わった頃合いに、チョコレートをひとつ取ってやる。

「ほら、口を開けて」

　恥ずかしそうにエメは口を開ける。まるで小さな子どもにするようだが、こうしないと食べてくれないんじゃないかと不安だ。クッキーをひとつ食べただけでは力がつかない。

「明日は食事をしてくれよ。きちんと食べないと元気にならない」

「うん。ごめんなさい……これ……茶色のやつとっても甘い。すごいね、ジェイドはこんな美味しいものを知っているのね。わたし、はじめて食べた」

「エリンケアはいろいろなものが入ってくるからね。もっとたくさん美味しいものがある。きっと食べられるよ」

　エメが笑っている。まだ濡れた睫毛が光っているけれど。

　励ましたい、元気づけたいという思いが膨れあがっていく。こんな気持ちになるのははじめてだ。

「わたしが乗ってきた船にも、食べ物を扱う商人がいたわ。エリンケアにチョコレートの材料を持ってきたのかもしれないね」

「そうだな。貴重なものが入ってくるから、昔は積み荷を狙う海賊が多かった。いまもまったくないわけではないが、父さんが組織した警備船団が活躍しているから、被害を抑えることができている」

　自分の父の偉業を話して鼻高々である。ジェイドもチョコレートをひとつ口に入れた。菓子店によっては苦味の強いものが名物の場合もあるが、ジェイドもシアラも甘さの強いチョコレートが好きだった。もちろん父も。

「俺はさ、父さんが本当に大好きだった。死ぬなんて思っていなかった」

「うん……」

「大切な存在はなくしたとき本当に辛い。だから俺、あまり人との関係を親密にしてこなかった」

　白い花で飾られた棺の前で、涙を流す母を見ていた。棺にはなにも入っていないのに。

　弔いの空気はまるで波の音が聞こえない砂浜のように静かで、自分の小さい手も白くて冷たかった。こんな思いをするなら、もう大切な存在など増やしたくない。そう思った。

　なにかを守って死ぬ。息子と妻より先に逝く。どんな気持ちなのだろう。

　最期は俺と母さんのことを考えた？　ねぇ、父さん。

　あの日のことを思い出すと息が苦しくなる。

「お父さんのこと大好きだったんだね。シアラさんもいるし、エリンケアの騎士としてジェイドはたくさん大切なものを守るのね」

「それが俺の使命だから」

「大切なものがたくさんあるのも幸せだと思うよ、わたし」

　またエメがにっこりと笑う。いつもそうして笑っていてほしいな、そんな風にジェイドは思う。

「エメのことは俺がちゃんと見ている。きっとマルクに会わせてやるから」

「……ありがとう。強い騎士様が守ってくれるんだね」

　うん、とエメは返事をしてまたぽろぽろと涙を流す。ジェイドはまた焦ってしまい、思わずエメの頭を抱き寄せた。

「どうしたら泣き止むかなぁ。俺はどうしたらいいのかな」

　父さんが聞いていたらなんて言われるだろう。情けないなとか言われるだろうか。

　そんなことでこの子を守れるか。騎士として十分な働きができるのか。エメの頭を撫でていると「あのね」とエメが顔をあげた。なんだかもじもじとして、言いにくそうにしている。

「どうした。腹が減ったのか？」

「違う。あの、ジェイド。お願いがあるの。おかしいと思うかもしれないけれど……」

「なに。言ってみなよ」

「岩場でしてくれたみたいに、してくれない？」

「……俺なにしたっけ」

　狭かった岩場で、必死にエメを隠していたことを思い出した。小さな体を後ろから抱えていた。ぎゅっとこう。

　思い出して顔が熱くなる。必死だったとはいえはしたない。

「わたし安心して…すごく安心したの。だから、ぎゅっとしてくれないかな」

「……へ？」

「ぎゅっとしてくれない？」

「な、なな……そんな、いま？」

　エメはこくこくと頷いている。ジェイドは体中が熱くなってしまい、じんわりと汗をかいた手のひらを握りこむ。この子はなにを言い出すのだろうか。

「だめかな。迷惑？」

「いやあの、そんなことしていいのか？」

　エメの美しい青い瞳はゆったりとした眼差しでこちらを見ている。熱くなっているのは自分だけか。エメは安心したいだけなのだろう。

「安心するのか。それだと」

「怖くて悲しかったのに、ジェイドが背中にいることを感じていたら、そこから安心が広がって。お兄ちゃんが苦しんでいるかもしれないのに、安心したいなんてだめだよね」

　少しでもエメを安心させてあげたい。そう思い、彼女の願いに応じることにした。ジェイドはベッドに腰かける。

「別にだめじゃない」

「嫌じゃない？」

「い、嫌じゃない……わかった。おいで」

　もじもじとしながら、エメはジェイドの隣に座る。ジェイドは岩場で彼女を守ったように。小さな体を後ろから恐る恐る抱きしめた。

　あのときは必死だったか意識しなかったが、いまは違う。なんだかとんでもなく悪いことをしている気がしてならない。

「……エメ、嫌じゃないのか？」

「うん。嫌じゃない。安心する……」

　ジェイドはホッとする。そうか。ならば彼女の希望を聞いて、少しのあいだこうしていよう。

　エメの呼吸に合わせて息をしていると、心が静かになっていく。これは、自分も安心しているのか。

　父の言葉が響いてくる。ひとつひとつ、覚えている。自分を形作る父の思いだ。

　国を守るために戦うのが騎士。だが、家族や大切な存在を守れないのは半分しか強くないのと一緒だ。

　どっちかだけを選んで守るのではなく、大切なもの全部守れるようになれ。

「これも任務かなぁ……」

　ぽつりとエメがこぼした言葉の意味がよくわからず、ジェイドは黙っていた。

　両手に抱えた温かいこの命を感じていると、なぜだか父を思い出す。父の膝の上で剣を握ったり、太い腕を触ったりしていたことを思い出して、ジェイドは切なくなった。

　胸の痛みを感じながら目を閉じ、エメの金色の香りを吸った。

　ふたりはそのまま眠ってしまった。

　翌日、エメを起こしにきたシアラが勘違いをして悲鳴をあげ、ジェイドは箒で殴られそうになった。わかってもらうのに苦労した。






　ジェイドも自ら町のいたるところを捜した。隠れられそうな廃墟や、保護施設にも行ってみた。万が一を考え入院設備のある病院にも足を運んでみたが、手がかりはなかった。

　再び海のほうに戻っているのかと思い、船着き場や岩場も捜した。しかし、マルクは見つからなかった。足取りがひとつもつかめない。まるで煙みたいに消えてしまったようだ。エメとマルクは育った村から消えた存在なのかもしれない。エリンケアにいるはずなのに、わからない。それが人身売買の現実なのだろうか。

　アンバーはマルク捜索の隊を特別に組んでくれたが、それでも有力な情報はなかった。

　マルクの行方がわからないまま不安な日々が続き、五日経った朝のことだった。

　まだ朝日が昇りきらない薄暗い早朝、母が真っ青になり二階にあるジェイドの部屋へ駆けこんできた。

「……ジェイド!!」

　なにかあったのか。ジェイドは枕元に置いている父の剣を手にする。

「庭に……人が」

　普段あまり動揺しないシアラが怯えている。ジェイドは部屋を出て庭に飛び出した。

　シアラが手入れをしている畑と花壇が見える。朝靄にしっとりと濡れる作物の葉がたくさん茂っていて、そのあいだになにかが見える。獣？　いや、人だ。人間が仰向けに倒れているのである。

「……マルク！」

　ぐったりと横たわっていたのは、マルクだった。意識がないのか目を閉じており、唇が真っ青だ。肩を揺すってみても反応がない。まさかと思い口元に耳を当てると、かすかに息がある。ジェイドはマルクの体を起こして担ぎあげた。このままにはしておけない。

　素早く屋敷に戻ると、小声でシアラを呼んだ。大声は出せない。ジェイドの声に気づいてシアラが駆けつけた。

「母さん、この人はマルクだ、エメの兄貴だ」

「なっ……どうしたの！」

「気を失っているからどこかけがをしているのかもしれない。もしそうなら手当てをしなくちゃ。母さん頼む。急いで湯を沸かしてほしい」

　小さな悲鳴をあげながら、シアラが慌ててキッチンへ行く。エメはまだ眠っているのだろうか。呼びに行かなくてはいけない。

　マルクは唇が真っ青だった。手も足も頬も黒く汚れていて、それは畑の土なのか、それとも……。不安に支配されそうになって、ジェイドは首を振る。

　自分の部屋に連れていき、マルクをベッドへ寝かせる。どう考えても逃げてきたようにしか見えない。もしかして追っ手がこの付近をうろついていたらと思うと、隣の部屋にいるエメのことが気がかりだ。

　湯と体を拭くタオルや着替えを、シアラが運んでくれた。もしもマルクがどこかに傷を負っているなら、応急処置を施さなければいけない。ジェイドは騎士団訓練で学んだように、マルクが着ている服をナイフで切り裂く。元は白色だったと思われるその服は、ところどころ茶色く汚れている。はじめて会ったときは、たしかエメと同じく黒いマントを着ていたはずだ。それはどうしたのだろう。闇に紛れて逃げてきたのであれば、この格好は目立ってもおかしくはない。

　いろいろな考えが過よぎるが、いまは集中しなくては。

　腹側の布を全部切り、現れたマルクの上半身に目を瞠る。

「……なんだ、これ……」

　マルクの右の脇腹に、血を滲ませた縫い傷があったからだ。

　縫い傷ということは、病院にいたのか？　この汚れた白い服は患者着か？　エリンケアの病院を捜したとき、どこにもいなかったはずなのに。

　腹の縫合の長さはおよそ人差し指二本。ジェイドには騎士団で訓練を受けた応急処置以外の知識はない。しかし、素人目に見てもマルクの腹の縫合は、適当に処置されたようには見えなかった。縫い目が整っているからだ。血が滲んでいるのは、マルクが無理に動いたからだろう。

　この縫合は傷の手当てをしたのだろうか。なにがあったのだろう。自分で病院へ行ったのか？　縫わなければいけない傷を負っていたのか？

　ジェイドは衝撃のあまり混乱していた。とにかく余計なことを考えず、手当てに集中しなければ。

「お湯を持ってきたわ」

「……母さん、助かるよ」

「どうしたんだい……この子……」

　マルクの痛々しい姿に、シアラは目を逸らしている。

「わからない……とりあえず、いまはできるだけのことはしなくちゃ」

　縫合した傷が開いてしまっているわけではなさそうだが、じんわりと血が滲んでいるから楽観はできない。湯で絞った温かいタオルで、汚れた腹部を優しく拭い、手足も拭う。縫合に触れることは控えたほうがいいだろう。ガーゼをそっとあてがうぐらいしかできない。一刻も早く医者に診せなければ。数年前、騎士団棟で長年働いていた医者が港町で小さな病院を開いた。顔見知りだし頼んでみようと思う。

「薬箱も持ってくるね。あまり必要なくて中になにが入っていたかしら……使えるものがあるかわからないけれど、用意するわ」

「ありがとう、母さん」

「あと、エメを呼んでくるわね」

　散らかした汚れた布などを手際よく片づけて、シアラは部屋を出ていった。

　逃げるときに渡した馬でここまで来たわけではなさそうだ。よく見ると、マルクは靴を履いていなかった。顔には目立つ傷はなかったけれど、気になるのはとにかくこの腹の縫合だ。

　いくら考えても否定しても、マルクは自分たちと別れて逃げたあとに、おそらくつかまったのだと思う。そしてなんらかの傷を負ってしまい、手当てを受けた……。例えばいままでいた場所が病院だったとして、なぜ出てくる必要があったのだろう。そのまま治療を受けられなかったのだろうか。どう見ても逃げてきたとしか思えない。

　バタバタと廊下を走る足音が聞こえて、ジェイドの部屋のドアが開く。駆けこんできたのは寝間着姿のエメだった。あとからシアラもやってきて、ジェイドの隣に座る。

「お……お兄ちゃ……」

　エメは兄を見て手を震わせている。

「眠っている。ちょっとけがをしているみたいで」

「けがをしているの？　なんで……」

「触らないほうがいい」

　マルクに手を伸ばしたエメを思わず止めてしまった。あの腹の縫い傷を見たら、エメは倒れてしまうんじゃないかと思ったから。

「けがの原因はわからない。明るくなったら医者に診てもらうから」

　腹の縫合のことは、言わないほうがいいだろう。ショックを受けるに違いない。

「自力でここまで来たみたいなんだ。捜すっていったのに、俺はなにもできなかった。ごめん」

「そんな、ジェイドが謝ることないよ！　あそこでつかまっていたらわたしたち、完全に離れ離れだったもの。こうして再会できたのはジェイドのおかげだもん」

　泣くのを我慢しているエメの青い瞳は、揺れていた。泣かせたくないのにな。非力な自分を殴りたくなる。

「……なにをすればいいかな、わたし。ジェイドとシアラさんを手伝います」

　エメはすっと立ちあがり、ジェイドと隣で不安そうにしていたシアラに言った。

「医者は俺が呼びに行くよ。エメは……母さんを手伝ってくれ」

　エメは頷いた。シアラが「わかったわ」と立ちあがる。

「それじゃエメ。兄さんのために美味しい食事を用意しようか」

「はい」

　エメの瞳に強さが灯る。泣きそうな顔も引っ込んだ様子だ。大切な存在のためならこうも強くなれるのだなと、ジェイドは思う。

　励ましたいとか元気づけたいだけではない思いが、胸の奥に広がっていく。ジェイドは明けていく窓の外の空を見ていた。

　ジェイドは日の出と同時に港町の医者を迎えにいった。内密に診てもらいたいと伝えると、白髪の交じる長髪をひとつに束ねた医者は、すぐに準備を整えてくれた。ジェイドの家に到着しマルクの様子を見ると、医者は首を傾げる。どうしたのかジェイドが尋ねると、医者はじっと縫合を観察した。

「彼は手術を受けたのだろうか？」

「傷の手当てかもしれませんが……なにか悪いことでもあるのでしょうか」

「いいや、そんなことはないよ。傷の手当てだとしても、きちんとした縫合がされているから綺麗に治るだろう」

　医者は安静を言い渡して、次の日また様子を見にくると帰っていった。

　やはりマルクは病院にいたのか。詳しいことはマルクが目覚めたら聞くしかない。

　昏々と眠るマルクを祈るように見守るジェイドだった。

　エメと看病を交代し、三日後の夜中のこと。うつらうつらとしていたジェイドは腕を突かれて目を覚ました。

「……やあ」

　眠り続けていたマルクの切れ長の目が開いている。疲れを滲ませているが、意識ははっきりしているようだ。ジェイドは叫びたい衝動に駆られたが、なんとか抑える。

「マルク。よかった、目覚めたか」

　安堵のあまりジェイドは自分の顔を覆う。泣きそうになってしまったからだ。エメがどれだけ安心するだろうか。

「ずっと眠っていたから、少し心配したよ」

「……僕はどれだけ眠っていた？」

「三日だ」

「三日……そうか。エメは無事？」

　マルクの問いに「元気だ」と力強く返事をした。マルクにも安心してもらわなければいけない。ジェイドは座っていた椅子から勢いよく立った。

「エメを呼んでくる」

「待ってくれ」

　マルクが引き留めるので、立ち止まって振り向いた。

「うっ……」

「だ、大丈夫か」

　腹の縫合が痛むようで、マルクは顔を歪める。ジェイドは医者がくれた痛み止めをマルクに飲ませた。すぐには効かないだろうが、痛みをいくらか和らげてくれるはずだ。

　ふうふうと息を整えるマルクは、顔色が悪く痩せていた。五日間のあいだいったいどこでなにをしていたのだろうか。聞きたいことはたくさんあるが、こうして生きて再会できてよかったと思う。

　しばらく目を閉じていたマルクは「よかった」と呟いた。いろんな感情が交ざったような声だった。ひとりにすることはできないので、ジェイドはそのまま彼の傍らに座っている。

「マルク、話はあとにしよう。夜中だから明日の朝になったら聞くよ。眠るかい？」

「起きたばかりだ。たくさん眠ったし、いまは眠くないよ」

「そうか……無理をしないでくれ。エメが泣くよ」

　ジェイドは掛布の上に出ているマルクの腕を、しまってやる。冬ではないが、体を冷やしては傷に障る。

「はは、エメは泣き虫だから。怖がりだし」

「泣いてばかりいるぞ」

「ありがとう、ジェイド。心配してくれて」

　マルクはとても大人びており、まるでずいぶんと年上の男と話をしている雰囲気だ。

「マルク。どうして腹にこんな縫合があるんだ？」

「見たの？　うん、縫ったんだよ」

「どういうことだよ。なにがあった」

「なぁ、ジェイド。エメはこれを見た？」

「いや」

　ジェイドは首を横に振った。不安だった。彼はなにかを隠しているように思える。

「ジェイド、ありがとう。恩に着るよ。僕たち兄妹をこんな風に保護してくれて。迷惑をかけてしまった」

「俺はエリンケアの騎士だ。人身売買など許されることじゃない。死んだ父さんが願っていたことだ。俺は遺志を継いだ騎士の男なんだ。きみたちを放っておけない」

「すごいな。きみは強いな……」

「強くなんかないんだ。ただ俺は、どうしても放っておけない」

　ジェイドがそう言うと、マルクが「ありがとう」と目を閉じる。

「僕は必死だった。たったひとりの家族であるエメを守るだけで、精一杯の生活だった。でもこんなことになって、守れたと言えないね」

　マルクは目を閉じて苦笑しているが、ジェイドは笑う気にはなれない。家族を守るために精一杯生きていたマルクは強い。

　父の思いを継いでいると己を鼓舞し、目標を追いかけることで満足している自分とは大違いだ。

　黙っているジェイドにマルクが「聞きたいんだけれど」と声をかける。

「ジェイド、僕とエメはあまり似ていないだろう」

　質問の意味がよく汲み取れなくて、ジェイドは首を傾げた。

　たしかに髪の毛の色が違っている。エメは輝く金髪で、マルクは明るい茶色。瞳の色は同じ青色だが、丸い形の大きな目をしたエメに比べて、マルクは切れ長である。しかし、似ていないきょうだいなんてたくさんいる。

「似ているじゃないか。同じ青い瞳をしている」

「はは。エメはね、腹違いの妹なんだ。父さんが母さん以外の女性に産ませた子」

「……エリンケアでは王族以外に許されないことだな……不貞は死罪」

　腕組みをしてそうジェイドが言うと、マルクはふっと笑って顔を歪める。

「傷に障る。無理をするなよ」

「大丈夫……じゃあ、エリンケアにいたら父さんは死罪だったね。もうこの世にはいないけれど」

　余計なことを言ってしまったな。自分に理解ができないだけで、そういう世界もあるのだ。ジェイドは無理やり納得した。

「僕が五歳のときだよ。父と母が三つのエメを引き取った。エメの母親は産後の肥立ちが悪くて寝たきりで、そのまま亡くなったんだ」

「きみの母親はその……エメのことをどう考えて引き取ったのだろうか」

「ジェイドの心配には及ばない。母さんはこの子には罪はないからといって、僕と同じく可愛がったよ」

　マルクに苦笑され、ジェイドは頭を掻いた。エメは継母に辛く当たられたのではないかと想像した自分を殴りたい。

「エメの金髪は……？」

「うん。産みの母親から受け継いだものだそうだ。僕たちがいた国でも、あれほどの美しい金髪と青い瞳は少ない」

「そうか……」

「エメはそりゃあ可愛かった。僕のあとをついてまわり、姿が見えないと泣き喚いて。父さんと母さんがそれを笑いながら見ている。幸せだった。このまま静かにみんなで生きていけると思っていた」

　また傷が痛むのか、マルクは眉間に皺を寄せて息を吐いている。

「おい、マルク。無理はするなよ」

「……大丈夫だ。……エメが六つのとき、父さんと母さんが馬車の事故で亡くなった。どうしたらいいのかわからなかった。わからないまま孤児院に行くことになり、新しい生活が始まった。あの頃の僕の荷物と胸の中には不安しかつまっていなかった」

　先ほどからマルクはずっと話している。疲れないだろうかと心配だが、ジェイドは黙って聞いていた。

「でもね、僕が絶望せずに生きてこれたのは、エメがいたからだ。自分を頼ってくれる存在がいるということが、生きる意味と自分の存在理由を作ってくれる。半分血の繋がった妹が、たったひとりの家族だから」

　ふと、ジェイドは気づく。マルクが涙を浮かべていることを。

「エメが幸せになってくれたら、僕の役目は終わる。父さんと母さん、そしてエメの母親から預かっている命なんだ。大切に守ってきた」

「……マルクは、エメの父も母も兄も全部ひとりでやってきたんだな」

「そうかもな。全部になれて幸せだよ。僕は」

　きゅっと目を細めるマルクの青い瞳は、エメのそれと同じだ。ふたりは兄妹だ。

「ジェイド。聞いてほしい。僕がこの家に辿りつくまでなにがあったか、全部話す」

「わかった。ただし、無理をするな。今夜は眠ってくれ。明日また続きを聞くよ。俺と話をしよう」

　マルクはいまにも燃え尽きてしまいそうで、無理をさせたくなかった。もう一度「明日にしよう」と言うと、彼は首を横に振る。

「僕がここにいることを誰かに言うかい？」

「きみたち兄妹を保護していることは、俺の任務でもある。どうしてそんなことを聞く？」

「笑われるかもしれないけれど、僕はジェイドしか信用ができない。だからきみが属する騎士団すら疑ってしまう」

　心配するなと言いたいが、そう思ってしまうほどつらい目にあったのだろう。ここに辿りつくまでになにがあったか、彼の口から聞くのが怖かった。

「ジェイド、頼みがあるんだ」

　切羽詰まるような視線が向けられる。ジェイドはマルクの思いをひとつも漏らさず受け止めようと思った。それが自分の役目だから。

「……僕になにかあったら」

「なに言ってる。なにもない。マルク、弱気になるな」

　マルクの手がジェイドの腕をつかむ。弱っているはずなのに、力強い。

「もしもの話だ。……僕になにかあったら、エメのことを頼みたい」

　このふたりはやはり兄妹なんだな。エメと同じで、マルクも泣き虫だ。

「安心しろよ。なにもない」

　ジェイドはマルクの手を握って、静かに頷いた。










「ジェイドもシアラさんも意地悪。わたしが起きるまで黙っているなんて」

「起こさないようにマルクが気を遣ったんだよ」

　口を尖らせるエメに、ジェイドが苦笑している。

　本当にとても驚いたし、とても安心した。目が覚めて本当によかった。ベッドに横になっているマルクに抱きついて、わんわんと泣いてしまったのだ。

　苦痛に顔を歪めるのでおろおろした。奴隷商人に殴られた腹の傷が痛むそうだ。医者に診てもらったとのことなので、あとは安静にしていてほしい。

　マルクが目覚めて数日が経過し、日に日に体力が戻っていくようで、エメはホッと胸を撫で下ろしている。

　最初は少ししか食事をとれなかったマルクも、だんだんと食べられるようになり、今朝もたくさんスープを飲んだ。エメが食器を片づけていると、部屋にシアラが薬と水を持ってきてくれた。

「マルク、どう？　お加減は」

「ありがとうございます。シアラさん。痛みも少し引いてきました」

　このような会話もしっかりできるようになってきた。最初は腹の傷に響くのか声も細く、気が気じゃなかった。

「すみません。僕たち兄妹がご迷惑をおかけしてしまいまして」

「そんなこと気にしないの。まずはしっかりけがを治して、元気になることよ。それにエメちゃん、家事を手伝ってくれるので助かっているの。とてもいい子ね」

　孤児院ではなんでも自分でやっていたし、料理もできないわけではない。エメは進んでシアラを手伝い、なにかできることはないかと探した。そのたびにシアラは「エメちゃん、なんでもできるのね、すごいわ」と褒めてくれる。

　こんな明るい母親と一緒にいるジェイドが羨ましい。同時に、ジェイドがあんなに真っ直ぐで力強い理由がわかる気がする。自分で考え信じたことをするたびに「すごいわ、ジェイド」とシアラが喜んできたのだろう。

　そのジェイドは畑で野菜を収穫している。マルクの部屋の窓から彼の背中が見えた。

「ありがとうございます。シアラさん。今朝の野菜を煮込んだトロトロのスープ、本当に美味しかったです」

「シアラさんのお料理は美味しいだけじゃなくて力も出るわ。どんな薬よりお兄ちゃんを元気にしてくれる」

「そうだね。エメ、お前を見ていればわかるよ。シアラさんのおかげで顔色もいいし、元気だ」

　兄妹の称賛を受けて、シアラは照れながら部屋を出ていった。

　兄の掛布を整えて、食器を片づけたら畑の仕事を手伝ってこようか。エメはまた畑のほうを見る。

「エメ、自分で決めてなんでもやるんだな。前は僕に聞いてばかりだったのに」

「うん……そうかな」

「そうだ。偉いな、エメ」

　そんなに頼りなかっただろうか。それほどに兄には心配ばかりかけてきたのだなと、エメは反省する。

　マルクが運ばれたこの部屋はエメの部屋の隣で、もともとジェイドの部屋である。泥だらけで倒れていたマルクを担ぎ、二階の自分の部屋に運んだのはジェイドの考えがあったのだと、あとから知った。

　マルクはおそらく逃げてきたのだろうと。万が一追っ手が近くにいた場合、一階への侵入は容易だ。せめて二階に置いたら、時間稼ぎができる。

　心配は杞憂に終わり、この家には平和な時間が流れている。今朝もいい天気である。

「お兄ちゃん、五日ものあいだどこでなにをしていたの？」

「馬で逃げて、隠れながら過ごしていた。ほら、兄ちゃんお金を持ってきただろう」

「それで五日？　食べ物は？　どこに隠れていたの？」

「港町でなんでも買えたさ」

　たしかに買えただろう。しかし、ルルド村を出たときに着ていた服や、奴隷商人に着せられた黒いマントはどこへやったのだろう。ジェイドがくれた馬は？　一緒に逃げていたのなら、馬の餌が必要だったのではないだろうか。ここへ辿りついたマルクは、金を持っていなかった。使い切った可能性もあるが。

　いろいろ聞きたいことはある。でも、マルクのけがと体力回復のほうが先だ。穏やかに過ごせるように、静かにしていよう。とりあえずは生きて再会できたのだから、これから先のことを考えなくちゃ。ジェイドにも相談しようと思う。

「わたしちょっと畑に行ってくるね。お兄ちゃん、野菜スープが気に入ったのならシアラさんに言って、また作ってもらおうよ」

「ご迷惑でなければ、な。エメ、ありがとうな」

　兄に手を振って部屋から出たエメは、そのまま畑に向かう。

　シアラが手入れをする畑は隣に花壇もある。季節ごとに花が咲くそうで、いまは暖かい季節に咲く色とりどりの花が揺れていた。

「ジェイド」

　こちらに背を向けて畑にしゃがんでいるジェイドに声をかける。振り向いた彼は顔に土をつけていたので、指でこすって取ってやった。

「ついてる。土」

「ありがと……」

　他にも土をつけていないかと顔を見ていたら、ぽっとジェイドの頬が赤くなっていく。どうしたのだろうか。

「ジェイドなんか顔が赤いよ？」

「あ、いや、暑いだけだよ」

　太陽が高い位置に来ている。気温があがりそうだし、風もあって洗濯物がよく乾きそう。

「マルクは眠ったのか？」

「ううん。いまは起きているけれど、また眠ると思うから。ジェイドと一緒に畑を手伝おうと思って来たの」

「休ませたほうがいいだろうな」

「あっ、ジェイドの背中に大きな青虫がいる」

「ひっうわぁっ！」

　背中をちょんちょんと突いたら、ジェイドはしりもちをついた。彼は青虫が苦手なのだ。先日も収穫した野菜に青虫がくっついていて、ジェイドは悲鳴をあげていた。

「あはははっ。嘘だよ。ジェイドは強い騎士様なのに青虫が苦手なんてね」

「なんだよ、エメ！　からかうなって、もう」

「ごめんね」

「騎士だって国王陛下だって、苦手なものはあるよ。変な模様だし、なにより俺はあの足がいっぱいあるのが嫌なんだ……四足歩行以上は受け入れられない。なんであんなに足があるんだ……なにに使うんだよ……」

　ジェイドの顔が青くなっていく。よほど気味悪く思っているのだろう。その様子を見てまたふふっと笑ってしまう。怖がる姿が滑稽だからではなく、彼のように強くても怖いものがあって、自分たちと同じなんだと思えるから嬉しいのだ。

「……笑うようになったな、エメ。なんかこう顔が」

「そう？　変な顔をしているかしら、わたし」

「ううん。変な顔はしてない。こう、なんか顔が明るい……キラキラしているなって思う」

「う……そう？」

「ほら、顔に土がついてる」

　大きな手がエメの頬に添えられる。触れられた頬がかっと熱くなったので、エメは狼狽えた。どうしたのだろう。風邪でも引いてしまったのだろうか。

　じっとジェイドの目を見ていたら、ふっと目を逸らされた。

「あ……ジェイドは、いつもお兄ちゃんとなにを話しているの？」

「えー？　なにって。まぁ、いろいろ」

　エメがシアラの手伝いをしているとき、ジェイドはマルクとよく話をしているようだった。孤児院ではマルクが最年長で、同じ年頃の男子がいなかった。だから、兄に友人ができたようでエメは嬉しく思っていたのだ。

　先日もエメが畑にいるときに、マルクとジェイドが話をしていた。ふたりとも真剣な表情だったので、なにを話しているのか気になっていた。

「男同士の話だよ」

　ジェイドは苦笑している。エメは頬を膨らませてむくれる。

「ずるい。わたしも知りたいわ」

「あとで教える。俺の任務の話もするんだよ。こういうことはエメには関係ない」

「関係なくないよ。ジェイドの任務だって、お兄ちゃんには言えてわたしには教えてくれないのね」

「エメは余計な心配しなくていいんだよ」

「余計なことじゃないよ！」

　ジェイドは騎士団員で、いまは任務でエメを警護している。マルクがここへ来たことで、兄妹ふたりを見ていなければならない。

　感謝の思いは大きい。しかし、どうしてだろう。任務だと言われると胸がぎゅっと締めつけられる。ジェイドのことをなんでも知りたい。こんな思いは迷惑なのだろうか。

「……いいからエメ、おしゃべりはあとで。このあたりの野菜を全部収穫してしまおう。母さんに持っていかなくちゃ。兄貴に美味しいスープを食べてもらいたいんだろう？」

　彼は怒ったようにそう言うと、黙々と収穫を続けた。

　どうして教えてくれないのだろう。わたしに話せないことがあるのだろうか。

　男同士の話なんて、仲間はずれにされたようで少し寂しい。ジェイドの背中に千切れた野菜の葉をぶつけたが、気づかない。また青虫がいたのか、ジェイドは「うわっ」と驚いている。

　ひとり蚊帳の外にいる気がして、寂しい。しかし、あまりわがままを言っては困らせてしまう。土のぬくもりと野菜の活きのよさに触れながら、エメは小さくため息をついた。

















第三章












　五日間の晴れの日のあと、三日雨が降った。そして雨があがり、二日で畑の土が乾いた。エメが願っていた通り、穏やかに日々は過ぎていった。マルクの体力が少しずつ回復し、歩いて外に出ることができるようになった。

　そんな十日目の朝のことだった。

　エメは朝食を持ってマルクの部屋へ行った。

「お兄ちゃん、朝食だよ」

　朝食の載ったトレーをテーブルに置く。マルクはまだ眠っているのか、掛布を頭までかぶっているようでベッドが膨らんでいる。膨らみに手を乗せると、あまり抵抗なく沈んだ。捲ると丸めた掛布と枕があるだけだった。兄の姿がない。

「……え？」

　窓が開いている。吹き込む朝の風に破れたカーテンが揺れていて、エメは青ざめた。窓に駆け寄って、恐る恐る下を見る。カーテンを裂いて繋ぎ、下まで降りたらしい。よく見たらカーテンの端は、ベッドの足に結びつけてある。地面の土は乾いているから足跡が見えない。

　こんな風に窓から出ていくなんて、普通のことではない。さらわれたわけではなく自らの意思で出ていったのだ。

「どうして？　お兄ちゃん!!」

　震えながら窓から叫ぶと「どうした」とジェイドが部屋に入ってきた。

「え、マルク……は？」

「これ、これ見て」

　窓の外へ垂れるカーテンを見せると、ジェイドがみるみるうちに険しい表情になっていく。

「あいつ！　馬鹿やろう！　こんなことするなんて」

　どうしてだ、と狼狽えている。

「エメを頼むって、こういうことか？」

　彼の言葉に耳を疑う。それはどういうことだろうか。

「……ジェイド、お兄ちゃんがそう言ったの？」

　わたしをここへ置いてどこへ行くというのだ。ジェイドに任せて、自分はどこへ？

「ねぇジェイド、なにを知っているの？　お兄ちゃんとなにを話したの？　男同士の会話だなんて誤魔化さないで。教えてよ！」

　ふたりだけでなにを話したのだろう。

　わたしには聞かせられない話なんてない。妹なのに。男同士の話なんてそんなこと知らない。教えてほしい。

「ジェイドはなにか知っていたの？　出ていくって知っていたの？」

「まさか！　知っていたら止めた！」

「だったらどうして！」

　ジェイドが悪いわけではない。こんな風に彼を責めてはいけない。ジェイドは悲しそうにエメを見た。その視線が、傷ついていることを物語っている。

「マルク、俺たちと別れたあの日、奴隷商人たちにつかまっていたらしい」

「……え……」

「大変な傷を負ったのに、ここまで必死に逃げてきたんだ。妹の無事を確認するために。俺に託すために……」

　声を詰まらせながら、ジェイドはマルクから聞いたことを話してくれた。

「言うことを聞けば妹を助けてやる」

　そんな卑怯な言葉で、奴隷商人たちはマルクを取り押さえた。馬はどこかへ走り去っていった。言うことを聞いたからといって、こいつらがエメを探すことを諦めるとは思えなかった。しかし、ここは従わなければいけない。自分が大人しくしているあいだは、エメはきっと無事だから。

　はじめて会ったこの国の騎士だという若者を疑いもせず妹を託したのは、彼を信じてもいいと直感に頼っただけだ。間違いでなかったと、ジェイドを信じるしかない。

　マルクは、奴隷商人たちが潜伏しているらしい建物へ連れていかれた。そして地下牢に放り込まれた。ここが家なのか宿なのかは、わからない。こんな地下牢が宿屋にあるものだろうかと思ったが、奴隷商人に協力している宿屋主人がいないとは限らない。奴隷商人たちの会話を聞いていれば、エリンケアでは人身売買が横行していることがわかったから。

　たしかに国が裕福なのはわかる。港は大きくて活気があったし、蒸気船がたくさん停泊していた。エリンケアが有する鉱山は宝の山だ。金さえあれば人間の命も簡単に売買できるのだ。

　次の日、連れていかれた場所は、なにかのにおいが染みついた建物だった。嗅いだことがあるのに思い出せない。入った部屋には、白髪頭で眼鏡をかけた老人がいた。他に数人の若い男たちがいる。全員が膝まである白い服を着ていた。木製でガラスが嵌め込まれた棚には、正しく並べられた小さな瓶や、銀色に輝くなにかの器具が入っている。天井も壁も全部が白く塗られた部屋だった。

　そうか、ここは病院か。嗅いだことがあると思ったのは、薬のにおいだ。

　なぜ病院に連れてこられたのだろうか。マルクは警戒しつつ首を捻る。その様子を見ていた白髪の老人が、マルクに話しかけた。

「どこか調子の悪いところはあるか？」

　まるで布を引き裂くような声で、気味が悪かった。しかし、こう問われるということは、治療をしてくれるのかもしれない。売られる前の検査のようなものかもしれない。傷があっては、買い取ったところから苦情がくるのかも。マルクはそう思い、何度も蹴られたから腹が痛いと答えた。老人はまわりの人間になにかを伝えていた。しばらくするとマルクは、木製の簡素なベッドが置かれた部屋に案内された。服を脱いで横になれというので、従った。

　マルクは白い天井を見つめていた。金属音がしている。右脇腹を指でポリポリと掻いた。腹を見てくれるのか。単なる打撲だといいな。そう考えながら目を閉じていたら、両手両足を急に押さえつけられた。

「動かないでおくれ。これはね、痛みをなくす薬だよ」

　痛みをなくす？　なんのことだ。悪い予感がした。放せと叫ぶと口を塞がれた。

「体を使って我々の役に立つこともきみの仕事だから。我慢しなさい。痛いのは少しのあいだだ」

　僕の体をどうするつもりなんだ。言っている意味がわからない。

　あらがううちに恐怖でわけがわからなくなり、意識が遠のいた。

　このメスは新しく作らせたものだ。

　切開の様子と出血の量は、記録を取っておきなさい。

　先生、明かりはこの角度でよろしいですか。

　完全に意識が沈むあいだに、そんな会話が聞こえていたことを覚えている。

　再び意識を取り戻したときにはベッドに寝かされていて、腹部に耐えがたい痛みがあった。そっと触れてみると、ぶつぶつとした感触が指に触れる。見ると、腹を切られて縫われていた。あまりのことに叫び出しそうだった。

「ひっ……」

　そこまで聞いて、エメは気持ちが悪くなった。恐怖が襲ってくる。

「大丈夫か、エメ」

「……なんで、お兄ちゃん黙っていたの。そんな怖い思いをしたのに……」

　こんな話は妹に聞かせられないから、ジェイドだけに話した。その気持ちは痛いほどわかる。

「マルクが畑で倒れていた日、ここへ運んだときに泥だらけだったから服を脱がせたら、右の脇腹が縫ってあったんだ」

　だからずっと痛がっていたのか。エメはぎゅっと目を閉じる。

「その縫ったあとは、手当てじゃないの？」

「手当てをするとは言われていない。嫌がるのに無理やり押さえつけて腹を切るなんて、普通じゃない」

　抵抗する人間を押さえつけて腹を切るなど、どんな神経でできるのだろうか。悪魔なのか。

「体を使って我々の役に立つ……切開と縫合の練習台にされたのだろうな」

　そんなの、人体実験ではないか。兄がどれだけ怖かったか想像もつかない。

「どうしてそんなことができるの！　買ったものだからなにをしてもいいの？」

　つい責める口調になってしまう。こんなことをジェイドに言っても仕方がないと、わかっているのに。

「奴隷商人から人間を買うやつらなんて、なにをするかわかったものじゃない」

　最低だ。玩具を買ったつもりで遊んでいるのだ。遊んで飽きたら、ゴミのように捨てるのだ、きっと。

　痛くて怖かっただろうに。兄が苦しんでいたのに、自分はなぜ生きているのだろうと思ってしまう。

　綺麗な服を着せられて、守ってくれる人がそばにいる。エメは冷たくなった指先をじっと見る。自分にそんな価値があるのか。

「マルクのやつ。あんな体で無理をして動いたら、どうなるか……」

「……どうなるかなんて。そんな」

「腹を切られているんだ。安心していいなんて言えないよ」

「やめて。いやだ！」

　兄にはこのまま会えないのではないだろうか。急に恐怖にとらわれる。兄は死んでしまうんじゃないだろうか。こんな知らない土地に連れてこられて、血の繋がったたったひとりの肉親だというのに。なくしてしまうのではないか。

　早くマルクを見つけなくては、大変なことになってしまう。

「お兄ちゃんはわたしが捜す！」

「エメ、待て！」

　部屋を飛び出したエメは階段を駆けおりた。騒ぎを聞きつけたシアラがいたが、脇を通り抜ける。

　玄関を出たところで追ってきたジェイドに腕をつかまれる。

「エメ、どこへ行く気だ。俺も一緒に捜すから、落ち着くんだ」

「もういいの。自分でやる。自分で決める。ごめんなさい。あなたに迷惑はかけないわ」

「なに言ってる。これは俺の任務でもあるんだ。お願いだから言うことを聞いてくれ」

　任務と言われて、エメはかっとなる。どうして怒りがわくのかわからない。必死に止めるジェイドの手を振り払ってしまう。

「いままでありがとう。任務でも感謝しています」

　つい険のある言い方をした。助けてくれた恩人なのに、こんなことを伝えたいわけではないのに、ジェイドに辛く当たってしまう。

「そうだよね。これは任務……特別なものなのよね。わたしたちがいなければ、ジェイドはもともとある自分の務めを果たすはずよね」

「……いなければって、どうしてエメはそんなことを言うんだ？」

　ジェイドは困った顔をした。困らせたのが自分であることも腹立たしい。この怒りはジェイドにではなく、自分自身へ向けられたものだと気づく。

　わたしさえいなければ、お兄ちゃんはこんなことにはならなかった。ジェイドもシアラさんと平和に暮らした。本来の自分の任務を遂行できていた。余計な存在だ。わたしなんて。

「マルクは俺の友達だ。彼はとてもしっかりしていて気持ちのいいやつだ。俺は大好きだ。だから助けたい。それに、きみになにかあったら俺は」

　ジェイドの声が胸に刺さる。兄は友達だから大好きで、わたしは？　わたしのことは？　なにかあったら任務が失敗するから？　そう口から出そうになる。ジェイドは任務を果たすために、エメを守っている。

　金色の髪を隠さないと。エメは頭を触った。

　正体を隠さないと生きていけないのか、わたしは売り物だから。この国で普通に生きてはいけない。エリンケアの人間ではないから。同じではないから。本当はジェイドに守ってもらう資格もない。

「わたしはジェイドの家族じゃないから、これはあなたの任務だから」

「エメ、なんで……そんなこと言うんだよ」

　ジェイドの声が湿っていることに気づき、顔をあげた。いつもは真っ直ぐで優しい瞳が、光を失い濡れている。エメは切れそうなほどに唇を噛む。

「ジェイドと同じ黒髪で生まれてくればよかった……金髪も青い瞳も嫌い。こんな見た目いらない」

　エメは金髪をかきむしった。同じ国に生まれ、同じ黒髪で茶色の瞳だったなら、任務ではなくそばにいてくれただろうか。普通に出会っていれば、自分はもっと素直に笑えただろうか。

「本気で心配なんてしてないんでしょ！」

　こんなことを言いたいわけじゃないのに。

　父親代わりの孤児院長に売られた。ずっと育ってきた村を出された。遠く離れた知らない国に連れてこられ、負傷した兄は行方不明だ。

　自分は幸せに暮らしたいと願ってはいけないのかもしれない。幸せに相応しくないのかもしれない。それなのに優しさを欲する。

　ジェイドの手を放したくない。心が彼の優しさをほしいと叫ぶ。そばにいてくれるのに理由をつけないでほしかったのだ。誰でもいいわけではなくて、ジェイドの気持ちをほしいと思ってしまう。

　エメはぎゅっと目を閉じた。彼の顔を見ることができない。

　一瞬の隙をついて、ジェイドの手を振り払って駆けだす。

「エメ！」

　家を出て走った。畑を抜けて丘の坂道を駆け下りた。坂道は木々のあいだを縫うように通っていて、薄暗かった。

　ジェイドの家に来てから、ここを通って出ていくのははじめてだ。

　海から朝日が昇りはじめている。

　マルクを捜すなんていっても、どこへ行ったらいいのかわからない。この坂道を一番下まで下りたら、どちらへ行けばいいのか。なにもわからない。

　どうしてあんなことを言ってジェイドを困らせてしまったのか。後悔してももう遅かった。

　息が切れて仕方がなかった。視界を遮る涙を拭ったときだった。何者かに腕をつかまれた。

「え、ジェイド……？」

　そんなわけはない。ジェイドはもっと後ろにいるはずだ。

「来なさい」

　男の低い声が聞こえた。木の陰に隠れていたのだろうか。つかまれた腕をたどって見ると、薄暗さに紛れるようにして立つ真っ黒いマントの男がいた。目玉がギロリと動く。

「ひっ」

　恐怖が全身を包む。エメは腕を振り解いて逃げようともがいた。そのときに足をすくわれて転倒させられ、地面に頭を打った。ゴツンと鈍い音がして目の前に火花が散った。

　痛みのあとに視界が黒く染まり、意識が遠のいていく。

　真っ黒な沼に沈んでしまう途中で、ジェイドの声が聞こえた気がした。










　生きている。大丈夫だ。耳に息がかかっているから、エメは生きている。ジェイドは安堵しながらも、エメを背負って必死に坂道を駆け登る。

「兄妹そろってどうして、こう……」

　人間を背負ってこの坂道を登ったことは、生まれてはじめてだ。

　家を飛び出したエメを追って坂道まで来たとき、倒れたエメのそばに黒いマントを纏った背の高い人物が立っていた。体の大きさが恐怖を膨らませる。エメが危ない。

「なにをしている！」

　ジェイドがそう叫んだら、マントの人物は素早い身のこなしで姿を消した。木の枝がこすれる音がしていたが、すぐに聞こえなくなった。

　あれは素人ではない。訓練を受けた人間の動きだ。あんなのが奴隷組織にいるか。そういえばエメを助けた日に見た一味の中に、巨体の男がいたがそいつではないのか。それならエメの顔を知っている。

　ここにいることを知り、エメを狙ったのか？

　巨体の男を追うことも考えたが、倒れているエメを放っておけない。すぐに彼女を背負ってその場を離れた。

　家に入ると、気を失ってぐったりしたエメと彼女を背負ったジェイドを見て、シアラが頭を抱えている。

「今度はいったいどうしたっていうの！」

　シアラはエメに「しっかりして」と声をかけながら、ベッドに寝かせている。

　エメの顔を見ると額に擦り傷ができている。転んで頭を打ったのか、それとも殴られたのか。目が覚めたら体のどこかに痛みがないか、聞かなければ。

　あの黒マントの男は何者なのだろう。この丘にはジェイドの家しかない。エメがいることをわかっていて来たのか？　それともマルクを捜しにきて偶然エメを見つけたのか。マルクを捜しにきたとするなら、ジェイドの家にいるという当てがあったからなのか。

　わからないことがたくさんあって、めまいがしそうだ。

　マルクは連れていかれた病院からどうにか抜け出して、ジェイドの家に辿りついた。見張りはつけられなかったという。マルクが病院から脱走したことは、当然のことながら一味に知れただろう。躍起になって捜すに違いない。手術の実験台となったマルクが、なにか余計なことを言うかもしれない。商売敵につかまれば他へ売られるだろうから、金がそっちへ流れてしまう。マルクの命と体は金なのだ。脱走されたまま放ってはおかないはずだ。

　捜す当てがあったとするならば、マルクの行き先がジェイドの家であることを、なぜ知ったのか。

　ひとつの可能性として、妹のエメの存在を勘繰られたのではないだろうか。たとえばそうだとしたら、エメがジェイドの家にいることをなぜ奴隷商人一味が知るのだ？　兄妹は騎士団全体で保護をしているも同然なのに。

　情報の漏洩。そんな言葉が過る。しかし、どこから？　誰から？　もし内部に人身売買組織と通じている者がいるとしたら、誰も信じられないではないか。マルクが「ジェイド以外信用できない」と言っていたことを思い出す。ジェイドは気が遠くなった。自分は誰を信じたらいいのだろう。

　黒髪と茶色の瞳が大半を占めるエリンケアで、エメの外見は目立って仕方がない。外に出るときは金髪を隠すために、ターバンを巻くかフードをかぶってもらっている。身を守るためだと、彼女もわかってくれている。たくさんの人が集まる町に連れ出したことはまだなかったが、もしかしたら畑仕事をしているところを見られたのかもしれない。

　もっと注意してやればよかった。いや、守りたくて無理をさせた。「任務だから、家族じゃないから本当に心配なんてしていない」と涙を流すエメに、どう言葉をかければいいのかわからなかった。自分に対してどんな思いを抱えていたのか、少しずつでいいからわかりたかった。

　この運命から逃げて、必死で生きようとする彼女の手を放すことなんてできない。

「ん……」

　小さなうめき声でジェイドは我に返った。エメが目を開けてこちらを見ている。

「よかった……エメ、わかるか。大丈夫か？　どこか痛いところはないか？」

　眉間の擦り傷から出血はないようだが、あとで軟膏を塗ってやろう。

「ジェイド……うん、ちょっと額が痛いだけ……」

　意識も言葉も大丈夫のようで、ホッと胸を撫で下ろす。

「怖い思いをしたな。なにがあるかわからないから、しばらく外へ出ちゃだめだ」

「……頭が……少し頭痛がするわ」

　エメは額に手を当てた。エメの姿をあまり他人に見せたくないが、医者を呼んだほうがいいのかもしれない。

「マルクのこと、またアンバー団長に相談してみるよ。このままにしてはおけない。あまり気に病まないでくれ」

「……お兄ちゃん？」

　飲みものを持ってきてやろうと、ジェイドは立ちあがった。

「お兄ちゃんがどうかしたの？」

「……エメ？」

「あ。わたし朝食のあと片づけをしていないわ。もう食事は終わったと思うの」

　止める間もなくエメはベッドから下りる。そのままドアを出て、マルクの部屋へと入った。

「エメ！　そんなに急に立って歩いたら……！」

「あれ、お兄ちゃんどこへ行ったのかしら。朝食もそのままじゃないの」

　キョロキョロと部屋を見回すエメは、開いている窓に気づいて駆け寄り閉めた。

　どういうことだろう。

「エメ？」

　問いかけてみたが、エメは首を傾げている。

「……そういえばわたし、さっき外に出たよね。畑を通って坂道で……」

　ううっと呻いてエメがうずくまった。頭を押さえている。駆け寄ってさすってやろうと背中を触ると、小刻みに震えている。

「エメ、大丈夫か？」

「なんで……だろう。よく思い出せないわ。わたし転んだかなにかしたのかしら。指を擦りむいているし、頭が痛いし。どうしたのかな、寝ぼけていたのかな？」

　えへへと弱々しく笑うエメを見て、悲しみと怒りが同時にわきあがる。彼女の手を取ってみるとたしかに指先を擦りむいていた。

「ごめんね。ジェイド」

「謝らなくていい。ごめん。俺が悪いんだ」

　こんな小さな傷でさえつけたくないのに。

　もうなにも見せたくないと思った。ジェイドはエメの頭をそっと抱き寄せる。

　頭を打ったせいで、エメの体になにか異変が起きている。自分がついていながら、どうしてこんなことになるのだろう。

　悪いものから遠ざけたい。悲しませたりしたくない。もう辛いことは、この美しい青い瞳に映したくない。そのためならば俺はなんだってするのに。

「ジェイド？　どうしたの？」

「エメ、丘の坂道で足を引っかけて転んだんだよ。ちょっと頭を打ったみたいなんだ。無理をしないで、今日は休むといいよ」

「だめね、わたしよそ見をしていたのかも」

「マルクのことは心配しないでいいよ」

「お兄ちゃんどうしたの？　わたしなにか忘れている？　なんだかぼんやりしちゃって……もしそうならごめんなさい、教えてくれる？　ジェイド」

　本当に忘れているのだ。兄に起きた辛い出来事と、ジェイドに見せた涙の理由を。

「マルクは……」

　それならば思い出さなくていい。不安に震えている青い瞳が切なかった。深呼吸をひとつしてから、ジェイドはエメに笑いかける。

「マルクは……そう。病院だ。しっかりと治療するために入院するんだ。少し安静が必要なんだそうだよ。俺と一緒に坂道で見送ったじゃないか」

　ジェイドは必死に苦し紛れの嘘をついた。彼女は首を傾げている。大丈夫だろうか。しどろもどろで、怪しまれないだろうか。

「そうなの？　そんな大事なことを覚えていないなんて」

「エメは帰りに転んだんだ。頭を打ったのだから、あとで医者に診てもらう。ほら、覚えているだろう？　マルクを見てくれた白髪の先生を呼ぶよ」

「大丈夫。もう痛くないし」

　エメは苦笑しながら額をさすっている。

「そんなわけにはいかない。きちんと医者に診てもらわなくちゃ」

　本人は大丈夫だと言い張るが、このままにしてはおけない。医者の目でないとわからないような大けがをしていたのだとしたら……想像するだけで寒気がする。

「ごめんね、たくさん迷惑かけて……ジェイドには感謝しかないの」

　まだぼんやりするのか、エメは何度も瞬きを繰り返した。それなのに感謝を伝えてくれる。その気持ちが嬉しかった。

　咄嗟についた嘘がエメを守るなら、それでいい。自分は黙ってマルクを捜せばいい。必ず見つけ出して、エメと引き合わせる。

　笑顔を見せてほしい。泣かないでほしい。

「俺はエメを守るためにいるんだし。マルクとも約束したんだから」

「ジェイドみたいに強くて優しい人と一緒にいると、わたしまでそうなれる気がする」

　エメのためならば、俺はなんだってする。この微笑みを守るために。

「ありがと、ジェイド」

　俺が強くて優しいわけじゃない。エメがいるから強くなれる。守りたいと思うんだ。自分が騎士じゃなくて、船乗りや魚屋や肉屋だったとしても。

「エメ、任務だからそばにいるわけじゃないよ。だから、安心して」

　エメはなんのことかわからない様子だった。どこから記憶が抜けているのだろう。しばらく視線を泳がせると、エメは静かに目を閉じた。

　心の底からエメに安心してほしかった。すべてを自分に委ねてほしいとすら思う。任務だろうがなかろうが、エメを守りたい。そばにいたい。

　規則正しくなっていくエメの呼吸を確かめて、その柔らかな金髪を撫でた。






　マルクがいなくなった前後を覚えていないエメは、咄嗟についたジェイドの嘘を信じた。

　マルクは治療に専念ししっかり回復すべく、しばらく入院していること。その病院は許可がないと入れないこと。だからそう簡単には会いに行けないこと。エメは健気にもすべて信じた。きっとマルクとまた離れて心細く、ジェイドを信じることでしか安らぎを得られないのだろうと思う。

　エメが心配だったので、医者に診せた。額の傷自体は大したことはなく、傷跡も残らず綺麗になるだろうとのことだった。ジェイドは医者を送り届けるときに、エメが頭を打つ直前のことや、部分的に思い出せないことがあるようだと告げた。医者が言うには、様々な要因で一時的に記憶が欠落する患者はいるという。記憶は戻らないかもしれないし、一過性で済む場合もあると。

「頭部への衝撃もあるだろうが、心労も重なったのではないかね、いろいろと大変そうだが……」

　医者はマルクのことを言っているだろう。ジェイドは曖昧に頷いた。

「安静にして、穏やかに過ごせるようにしてあげなさい。自然に戻ると思うが、もしなにか気になることができたらまた声をかけて。診ますから」

　気遣いに礼をいい、医者と別れた。家へと戻るあいだ、エメが襲われた坂道にはなにも異常はなかった。少しでも手がかりがあるかと思ったが、気になることはなにも見つけられなかった。守るためにそばにいながら、こんなことになるなんて。自分のやっていることは、エメの役に立っているのだろうか。無駄ではないのだろうか。そう思えて仕方がない。

　エメの苦しみが全部自分に降ってくればいいのに。ジェイドは短くため息をついた。

　それから数日は、穏やかに過ぎていった。

　闇に紛れて奴隷商人一味が襲ってくるのではないかと、夜は気が気ではなかった。だから、エメの部屋でジェイドは眠った。彼女はベッド、ジェイドは床で毛布にくるまって。

　シアラはずっと一緒にいるふたりを見て見ぬふりをしているようで、なにも言わなかった。父の生前から、騎士団任務には口を挟まないと決めているからだ。

　ともに食事をして眠り、たくさんの話をして笑う。

　いつしかエメと見つめあう時間が増えていった。

　エメにはジェイドしかいなかった。ジェイドも彼女しか見ていなかった。まるで蕾がゆっくり開くように心を許してくるエメは、ジェイドを引きつけるには十分だった。同じ時間を過ごすエメを愛おしく思うようになった。

　ジェイドはマルクのことを忘れてしまうことさえあった。そのことに気づくとひどい自己嫌悪に陥った。罪を犯している気分になってくる。お前はなにをしているのだと、責められる夢を何度か見た。それは騎士団の仲間だったり黒いマントの男だったりした。

　エメの置かれた立場を利用し懐柔しているようで卑怯だなと、ジェイドは自分を嘲笑った。

　そんなある日の夜のことだった。

　この部屋からは港の明かりが見える。昼間の晴れた日には青い海がきらめいているのだが、ここのところそんな景色を楽しむ心の余裕はなかった。眠る前に少しだけとエメを誘い、甘いものを食べながら、ベッドに並んで座り窓の外の景色を見ていた。

「お兄ちゃんに会う許可を取ってほしいの」

　エメにそう申し出られて、そういえばマルクがいなくなってもうひと月も経っていたことを思い出す。

「そ、そうだね……」

　まったくなにもしていなかったわけではない。しかし、胸を張って任務を遂行していたとはいえない。マルクが一度ジェイドの家に来たこと、エメが何者かに襲われたことはアンバー団長に報告していないのだ。「騎士団すら疑ってしまう」とマルクが言っていたことが心に引っかかっている。団長への報告を、どこかで誰かが聞いていたらと思ってしまうのだ。

　任務違反だ。判明すればきっと咎められるだろう。それよりも怖いのはエメの身が危険に晒されることだ。

　あくまで一時保護の役割だったが、ジェイドには費用として特別手当も支給されていた。マルクの捜索は団長に任せているが、有力な手がかりはなにひとつ見つからないままだった。

　なにが任務だ、職務だ。エメに夢中になってすべきことをせず、彼女をひとり占めしたいだけじゃないか。

「なんだかジェイド、疲れているみたい。ごめんね、わたしたちのせいで気持ちが休まらないでしょう。わかるの」

「そんなことはない。迷惑なんて思ってないから」

　こちらの気持ちをわかってくれるのか。そんなエメがいじらしい。ずっとそばにいたい。もっと近づきたい。触れたいとも思う。そんなことをしてはいけないと、歯を食いしばる有様だ。ジェイドも普通の男である。

「……俺、マルクに会ったらちゃんと言うから。任務とか関係なくエメのそばにいるんだって」

「ジェイドは真面目だから、きちんとわたしを見ていてくれてる。わかってる。お兄ちゃんも感謝してくれると思う」

　明るい笑顔を向けられて、もうどうしようもなく自分が汚らわしく感じてしまう。エメは自分を頼っている。それなのに、ジェイド自身は任務からかけ離れた思いを持っている。

「だから、そうじゃなくて」

　ジェイドは頭を振った。こんなもやもやとはっきりしない気持ちを抱え、エメを騙したままでいるわけにはいかない。

「……なに？」

「エメ、俺は……エメのそばにずっといたい。離れたくない」

「う、うん……？」

　真っ直ぐな青い瞳の前に、ジェイドは力なくうな垂れる。もう限界だ。黙っていては苦しいだけだった。

「俺……エメのこと……好きなんだ……」

　言ってしまった。いつから自分はこんなに感情を制御できない人間になったのだろう。

　はっと息を呑む音が聞こえる。見るとエメは口を両手で覆って驚いていた。ジェイドは天を仰いだ。突然こんなことを言って嫌われてしまうだろうな。頼れる騎士様でいたほうがよかったかもしれない。どうして黙っていられなかったのだ。そう思ったときだった。

「お兄ちゃんに会ったらね、言うの。わたし、大切な人がいるって」

「エメ……？」

「ジェイドが大切な人だって、わたし言うわ」

　勢いよく顔をあげる。自分の首がグキッと音を立てた。

「あてて……」

「だ、大丈夫？　ジェイド」

　平気だと答えるとエメは頬を赤く染めて、ワンピースのリボンをいじっている。元気で少し気の強い彼女からは想像もできない、なんとも柔らかくて可愛らしい仕草だった。

「こんな風になってさ。奴隷商人に売られるなんてことになって、もうささやかな幸せさえ望めないと思っていた。でも、ジェイドに会って……命を救ってもらった」

　部屋の窓からは海が見える。港の灯りが光っている。その向こうには暗い海が広がっている。あの海を渡ってエメたち兄妹はこの国に来た。そして自分と出会った。あの日、思い立って家に立ち寄らなければ、きっとエメに会うこともなかった。

「ジェイドに惹かれているの。す、好きなの……」

「嘘だろ」

　つい心の声が漏れてしまった。自分はもっと我慢強くて、己を律していける人間だとジェイドは思っていた。しかし、実際は恋心を黙っていられないし、喜びを抑えることもできない。

「……いいのかな、こんなわたしが好きになっても」

「い、いいだろ、そんなの。関係ない」

「なんかわたし、ジェイドにひどいことを言ったみたい。急に思い出したわ」

「そうだっけ？　だとしても気にする必要はない」

　本当になんのことだかわからないのだが、続きを話そうとするエメを見つめた。

「任務だからそばにいるんでしょうって、言ったよね」

　エメの記憶が少しずつ蘇ってきているのだろうか。小さな記憶が起爆剤となり、すべてを思い出すのも時間の問題なのかもしれない。だとしたらもう、マルクのことで嘘はつき続けられない。

「……ごめんなさい」

「謝るのは俺のほうだ」

　言い終わるや否や、ジェイドはエメの腕を引き寄せて強く抱きしめた。

「く、苦しいよ。ジェイド」

「ごめん……でも嬉しくて」

「わたしも嬉しい。こうしてぎゅっとしてくれているのが、本当に幸せで安心するの。はじめて出会ったときもこうしてもらったね」

　ほう、とエメはため息を漏らしている。その息がシャツを通してジェイドの肌に届く。

「マルクと一緒にいるようで安心するか？」

「違うわ。あなたはあなた、お兄ちゃんじゃない。ジェイドだから惹かれたんだよ」

　嬉しかった。これが夢ではないことを願う。マルクがいなくなったようにエメが消えてしまいそうで、不安が襲ってくる。ここにいるのに。エメは自分の胸に抱かれて呼吸をしている。生きているのに。

　このままじゃいられない。エメとこうしているときに、もう不安にならないようにすべてを解決していかなければいけない。

「ねぇ、ジェイド。急に悲しくなるときがあるのよ。なぜかな……苦しいというか……眠れなくなるの。怖くて、悲しくて。許せない」

　抜けた記憶に閉じ込められている家族への気持ちが、心の奥底で悲鳴をあげているのだ。ジェイドはエメを抱く腕に力を込めた。

「だったら、俺がずっとそばにいる。こうしている。苦しさが俺に移るように」

　こくりと頷いたエメの髪の毛を撫でる。嬉しそうに小さな声で返事をした彼女を、宝物のように抱きしめた。

　怖い思いをしませんように。どうか、もう涙を流すことがありませんように。エメの呼吸を聞きながら、祈った。エメの寝息を聞いているうちに、ジェイドも眠りに落ちていった。

　その夜ジェイドとエメは、ただ抱き合って眠った。
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　保護と警護任務について報告をあげるために、その日ジェイドは騎士団管理棟の団長室にいた。現騎士団長アンバーが使うまでは父がいた場所だ。何度か訪れたことがあるが、つい父の面影を探してしまう。

　窓には金刺繍のある紫色のビロードカーテンがかかり、反対側の壁一面に造りつけ本棚がある。その本棚には分厚い本がぎっしり詰め込まれている。

　ジェイドはここひと月ほどで起きたことを、順を追って報告した。

「……なるほど、それは大変でしたね」

　豪華な彫りと艶のある塗装が施されたマホガニーの書斎机で指を組み、アンバーはそう言った。ジェイドは緊張しながら言葉の続きを待つ。

「……あとは？」

「以上です。報告が遅くなりまして申し訳ございません」

「兄があなたの家に一時滞在しその後行方不明になったこと、妹が襲われそのときのけががもとで記憶がないこと」

　アンバーが指を二本出し、ジェイドに向けた。

「なぜこんなに報告が遅いのです？　逐一報告をあげよと言ったはずですが。命令違反です」

　ビリっとした声の雰囲気で、怒りが伝わってきた。アンバーが机を叩いた。ジェイドはじっと黙り、アンバーの怒りを受け止めた。

「なにをしているのです。家族ごっこですか？」

「いいえ」

　そんなつもりはない。マルクが「ジェイド以外信用できない」と言ったことが、心にずっと引っかかっていた。

　エメが襲われたときも内部漏洩を疑った。いま団長へあげた報告さえ、どこかで誰かが聞き耳を立てているのではないかと思ってしまう。

　騎士団棟へ来て、エメたちの話をするのが怖かった。

「あなたにもいろいろ思うことがあったのでしょうが、勝手ことをしないように。ところで、妹さんの記憶の欠如ですか。日常生活に影響は？」

「それは支障ありません。自分の名や兄のこと、自分や自分の母の名、子どもの頃のことは覚えています。しかし、エリンケアに到着してからのことが、部分的に抜けているらしいのです」

「怖い思いをしたでしょうからね。忘れたい深層心理が働いたのかもしれません。致し方ないのでしょうが」

　自分と同じような考えをするアンバーに、勝手に親近感を覚える。

「奴隷商人の顔を忘れているとなると、組織壊滅の手がかりが減りますねぇ」

「それはそうかもしれません。奴隷商人一味の顔は見ているのに、思い出せないと言います」

「……そうですか。顔を見ているのは重大な手がかりですのに。惜しいことを」

「自分は、エリンケアに兄妹を連れてきた奴隷商人の顔は見ています。そいつと一緒にいた他の者の顔を、エメは見ているのです。はじめに詳しく聞き出していればよかったのですが」

「なるほど。聴取を怠ったのはあなたの落ち度ですね」

「はい。申し訳ございません。聞いていれば国王陛下にも報告できたことですから」

「本当に。報告すれば捜索を開始し、一味を壊滅に追い込めます。地位も名誉も財産もなくし、一巻の終わりですからね」

　ふふふとアンバーが笑う。ぜひともそうなってほしいものだ。

　しかし、一番重要な一味の人相をエメから聞き出せないままこんなことになるとは、思ってもみなかった。自分の落ち度を悔やむ。いっぺんにいろいろなことが起こり、気持ちの余裕がなかった。

　エメは記憶を取り戻そうと一生懸命だが、マルクがどんな目にあったのかも一緒に思い出してしまう。どんなに苦しむかと、心配で仕方がないのだ。あんなに取り乱して悲しむ彼女を、再び見たくはない。できれば奴隷商人一味の顔だけを思い出してほしい、しかし、そんな虫のいい話はない。

「いっそのこと思い出さなくていいのではと。彼女が苦しむだけですから」

　エメが苦しい思いをして記憶を取り戻さなくても、人身売買撲滅はジェイドの役目なのだから。

「……なんとも優しいですね」

「いえ。任務ですから」

　そう告げるとアンバーが「献身的ですね」と目を細めた。笑ったのか睨んだのかよくわからない。目元の傷がぐねぐねと動いている。

「奴隷商人一味がエメさんに顔を見られているとわかっているなら、放ってはおかないはずです。現にお兄さんは一度つかまったのですから。それに、あなたはエリンケアの騎士」

「放ってはおかないということは、向こうから再度姿を見せる可能性もあります」

　アンバーはトントン、と机を指で叩いた。

「たしかに。だからです。あなたは邪魔でしかない」

「……同感です」

「わたしがもし一味なら……あなたごと始末しに行きますよ」

　まるで威嚇するようなアンバーの視線だった。怒りを滲ませてさえいる。ジェイドは息を呑む。

　マルクを押さえつけて腹を切るような輩だ。なにをするかわからない。さらうのではなく、全部をなかったことにしようとするかもしれない。

　俺とエメを、殺しにくるかもしれない。

「……そんなこと、絶対にさせません。命がけで守ります」

　守っているものを何度も危険に晒すわけにはいかない。そう簡単に俺を倒せると思うな。

　ジェイドは得体の知れない敵の息の根を止めたかった。

「ほほ……可能性の話です。そんな目で見るものではありませんよ」

「申し訳ございません」

「なぜでしょう、ジェイド。あなた、緊張感が足りないように思いますが」

　アンバーは目を閉じてくつくつと笑っている。なぜそんな風に笑うのだ。気分が悪い。

「エメさんまでもなくさないように、しっかりなさい。引き続き任務を遂行しなさい」

「は」

「先代騎士団長の息子、ジェイド」

　ゆっくりと目を開けたアンバーは、じっとりとした視線でジェイドを睨む。しっかりしろということだろうか。声色がなんだか重苦しく、ジェイドの胸にのしかかった。それを振り払うように、ジェイドは拳を握りこんだ。










　自分の記憶が抜けている。エメがそう気づいたのは、ここ最近だ。ジェイドやシアラと話していて、辻褄が合わないことがある。話を逸らされるし「俺の記憶違いかもしれない」とジェイドが自分のせいにすることもある。

　彼らはなにかを誤魔化している。隠している。

　自分がエリンケアに連れてこられたことは覚えている。しかし、一緒にいた奴隷商人の顔を思い出せない。ジェイドに助けられたときのことも覚えているのに、その前に誰と会ったのかわからない。白い布を顔にかぶせたみたいに、人相だけが抜けている。

　マルクが入院したという日のことも、きちんと覚えていない。朝食を持っていって……そのあとの記憶が途切れている。気づいたときはなぜかベッドに寝ていた。

「俺なんか昨日の夕飯になにを食べたか、覚えていないぞ」

「あんたとエメちゃんを一緒にするんじゃない」

　ジェイドとシアラの会話は笑えない。そういうことじゃない。記憶が抜けていることに気づいてしまったから、不安なのだ。

「一時的なものだと思うから。あまり心配しなくてもいいよ」

「そうかしら……なんだか気持ちが悪い」

「大丈夫。俺がいるって」

　胸を叩くジェイドだが、ひとりのときに難しい顔をしていることがある。苦しそうだし、悲しそう。どうしてなのか聞きたいが、できなかった。

　助けてもらったり、世話をしてもらったり。警護任務はエメのため。自分はジェイドになにかできているだろうか。

　ジェイドのためになにかしたい。兄が元気に戻ってくれば心配ごとは減るし、彼のためにもっといろいろなことができると思う。役に立ちたい。

　美味しい食事を作る。そんなことぐらいしか思いつかなくて、エメはため息をつく。

　鬱々とした気持ちとは裏腹に、今日もいい天気だ。洗濯物を干していると、畑の向こうからジェイドが帰ってくるのが見える。早朝から騎士団管理棟へ行っていて、戻ってきたのだ。

「ジェイド！　おかえりなさ……」

「エメ、いますぐ家に入ってくれ」

　怒ったようにジェイドはエメの腕を引っ張って、家に入れた。洗濯物の籠が倒れている。また汚れてしまっては、シアラが悲しむ。

「ちょっと……ジェイド。痛いよ」

「あ、ごめん……」

「どうしたの。様子が変だよ？」

「言うことを聞いて。もうさらわれるのも、殺されるのもごめんだ」

　怒っているようにも怯えているようにも見えるジェイドは、エメの頭を抱きしめる。まるで金髪を隠すようにして。

「どうしたの、ジェイド。なにかあったの？　殺されるってどういうこと？」

「髪を……これをかぶって。隠して」

　ジェイドは椅子にかけてあったシアラのストールを、エメの金髪に巻きつけた。外に誰かが来ているのだろうか。不安になり畑のほうを見たが、そんな様子はなさそうだ。

「……殺されるなんて物騒。どうしてそんな怖い顔をしているの？　わたしのせいね？」

　ジェイドは嘘がつけない性格だからすぐにわかる。それぐらい近くで彼のことを見ていたのだなと思うと、胸がぎゅっとつかまれるようだった。

「なにかあったのね。怖いね、嫌だね。でも……ジェイドに迷惑がかかるのはもっと嫌だな」

「なにを考えているんだ。迷惑なんて思わないって言っているじゃないか」

「ジェイドの気持ちは嬉しいよ。でもね、どうしてわたし、記憶が抜けているのかな？　ジェイド、シアラさんとふたりで誤魔化さなくていいよ。どうしてなの？」

　少し考えるように視線を逸らした彼は、ゆっくりと再びエメを見る。

　自分を守るためになにかをずっと隠して苦しんでいるのなら、吐き出してほしかった。

「坂道で転んだのは本当だ。エメ、きみはさらわれそうになって……」

　ジェイドに助けられたというところか。どうして丘の坂道にいたのか思い出せない。ジェイドはまだなにか隠している。それが伝わってくるが、いまそれを問い詰めることはしない。

　いまだ顔を思い出せない奴隷商人たちが、自分を躍起になって捜し出し、再び連れていこうとしている。成功できないのは、ジェイドがわたしを守っているから。

「上玉なんだって、わたし。この見た目のせいで。大公のところで女の子をご所望だからそこに売られる予定だったの」

「た、大公……？」

　ジェイドは貴顕の名が出たことに驚いている様子だ。

「孤児院長が、わたしを奴隷商人に売り飛ばすくらいよ」

「もうどこへもやらない。そのために俺がいるんだ」

「ありがとう。自分がどれだけ最低な扱いでエリンケアにきたのか、思い出したくなかった。ジェイドといたら過去のことよりも未来を考えるほうが楽しくて、嬉しくて」

　自分たちには未来がないと絶望していたときに出会ったのが、ジェイドだ。明日の楽しいことを想像できる時間を、手放したくなかっただけだ。

「……聞けば聞くほど許せない。誰かが許しても、俺が許せない」

「逃げて隠れているんだもの、捜されるよね。そんなの当たり前だもの。そうか、ここにいることがばれちゃったんだね。お兄ちゃんがいないことも、なにか関係しているのかな」

「マルクは病院にいる」

　違うんでしょ？　そう言おうと思ったがやめた。またジェイドが辛そうに表情を歪めたからだ。

「きみをそう簡単に何度もさらわれて、たまるもんか」

「わたしは怖くないよ。ジェイドがいるから」

　正直な気持ちだった。ルルド村を出たときも、マルクと船に乗ってエリンケアに来たときも、不安で押しつぶされそうだった。まだ不安ではある。でもジェイドと出会って、不安を力に変えることができると思った。

「もう隠れてばかりいるのもいや。わたし、ジェイドの役に立ちたいのよ」

「エメ、なにを考えている？」

「わたしが囮になる」

　不安を力に変えるためにエメは強く言葉にした。ジェイドのことを真っ直ぐに見ていれば怖くなかった。

「あいつらは捜しているんでしょう？　わたしのことを」

　じっとジェイドの瞳を見る。いつも「俺に任せろ」「心配いらない」と頼もしい言葉をくれる彼に、怯えの色がふっと浮かんだのがわかる。

「ジェイドは人身売買を撲滅したい。騎士の責務だといつも言っているじゃない？　お父さんの遺志を継いでいるって」

「それは！」

「いいの。わたしはジェイドの役に立ちたい。そしてお兄ちゃんを助けたい。目的は一緒じゃないかな」

「エメ」

　さっきジェイドが頭に巻いてくれたストールを外す。金髪がほどけて肩に流れた。

「わたしが囮になるから」

　エメの本気を感じ取ったのか、ジェイドはしばらく黙っていたが真っ直ぐにこの目を見て。繋いでいた手をぎゅっと握って頷く。彼の目にもう迷いはなかった。

















第四章












「青いリボンが映えるわねぇ。エメちゃんの瞳の色と同じだねぇ」

　シアラが若い頃に使っていたという美しい絹織りのリボンを、三つ編みにした金髪に結んでくれた。「きちんとエメちゃんを守るんだよ！」と見送るシアラはとても不安げだった。

　ジェイドはエリンケアの騎士だと気づかれないよう、目立たない服とわざと薄汚れたマントを身に着けていた。

「父さんが使っていたやつ」

　色は灰色で、ところどころ破けているうえ洗っても取れない汚れがついていた。

「わたしはこの髪と顔を隠さないのに、ジェイドは隠すのね」

　マントで体を隠すのは帯剣しているからとはいえ、顔まで隠す必要があるのだろうか。首に巻いたストールを鼻の上までかぶせている。

「俺の顔を知っている人は多いからな。父さんが先代騎士団長だから」

　この国では見た目が珍しいエメと、存在が目立つジェイドは似ているのかもしれない。

「こうして外に出て、はじめてわかることもあるんだなぁ」

　ぽつりと口にして、エメは紺色のワンピースを翻して外に出た。

　朝からの晴天は続いており、気持ちのよい風が吹いている。

　ジェイドの家に続く丘の坂道を下るとき「離れるな」と手を繋いでくれた。

　坂道を下ってから港町に向かう。エメとマルクが下船したときに目の前に広がっていた町だ。

「あのときは逃げるために通ったね。ジェイドとこんな風に歩くなんて、不思議な気持ち。ちょっと楽しい」

「遊びじゃないんだぞ」

「うまくいったら、ゆっくり見物をしたいね」

　不安で緊張していたから、わざと大袈裟に笑ってみせた。エメが笑うとジェイドも表情を和らげる。

「エリンケアの港町は大きいし、とても賑やかだ。積み荷はここで捌かれるし、ジークラ鉱山への船もここ発着だ。騎士団警備船団の本部もある。政治の中心は国王陛下がお住まいの王宮。王宮は海を臨む山側だから、守りの最前線は港だよ」

「そういうこともはじめて聞くね……」

　なにも知らずにいたのだなと、あらためて思う。

　立ち並ぶ大きな倉庫の向こうに、蒸気船の煙突が見える。ジェイドの家から見えていた景色だ。

　ジークラ鉱山は海に浮かぶように小さく見え、煙を常に立ちのぼらせている。

　この国へ降り立ったときも、今日と変わらず賑やかだった。

　船着き場、魚を水揚げする建物や積み荷のための倉庫地帯を越えた陸地側には、農作物や魚を売る商店が立ち並ぶ。多くの人々が行き交い、呼び込みや取り引きの声が響く。活気があった。エリンケアの人々はいきいきとしていた。

　途中、ジェイドは警備船団本部へ寄った。同じ騎士団の制服姿の若者たちが集まってきて、エメに挨拶し笑顔で手を振ってくれる。ジェイドは苦笑しながら仲間たちとなにか会話をして、すぐに本部をあとにした。

　ルルド村の孤児院しか世界を知らずにいた自分には、すべて違って見えた。孤児院を出ることが夢で、そうすればもっと違う未来が開けると思っていた。開けるのではなく、思ってもみない方向にすべて変わってしまったが。

　金髪を隠さずに歩くエメに、たくさんの視線が向かってくる。顔を覗き込んでくる人までいる。

「おや、あんた綺麗な子を連れているな」

　白髪頭の老人がそう言ってエメの髪に触ろうとした。その枯れ木のような手をそっとつかみ、ジェイドは優しく制する。

「すまないが、この子に触らないでくれ。見世物じゃない」

　やはり自分の見た目は目立つし、稀有なものなのだ。それが悪を引き寄せてしまうのは怖いと思ったが、ジェイドの手を放さなければ大丈夫だ。エメは自分にそう言い聞かせていた。

「賑やかで、みんないきいきしているよね」

「父さんも俺も、ここで生きて光の部分を守る役目がある。いわば光が作る影の中に生きる」

　ルルド村だって同じだった。影で生きる人々がいるから、光は輝く。

「じゃあジェイドは影に生きていたわたしにとって、光だ」

　ジェイドの手をぎゅっと握る。この見た目はエリンケアでは異質だ。けれど、自分がありのままでいられるのは、ジェイドのおかげだ。

　だからわたしは、ジェイドのために動くの。

「……つけられている」

　ジェイドの小声に緊張が走る。彼の手も自分のそれも汗ばんだ。

「やだ、手が汗でべたべた……」

「後ろに黒いマントのやつがいる」

「奴隷商人のひとりかな」

「わからない。この人の多さでなにかあったら、無関係の人たちを巻き込むことになる」

「どうするの？　ジェイドひとりなのに」

「……砂浜のほうに行く」

　返事の代わりに繋いだ手に力を込めた。

　エメを振り返ってまで見ている人たちをすり抜けて歩いた。ドキドキと心臓が早鐘を打つ。

　商店の立ち並ぶ通りを抜け、潮の香りの強くなる方向へ進んだ。

「あの倉庫のあいだを抜けると砂浜に出る」

「なんだかこのへんに見覚えがあるよ」

「マルクと別れた岩場はもっと向こうだ」

「……わたしたちをエリンケアに連れてきた奴隷商人が、仲間と落ち合ったのはこのあたりだと思う」

　なんだか記憶にモヤがかかっている。

　マルクと逃げた場所はここ、倉庫と倉庫のあいだだった気がする。

「ふとっちょの奴隷商人……そうよ。あいつの名はボルダ。あとは大きな体の男と……」

　記憶のモヤを払おうとすると、ズキリを眉間に痛みが走る。

「……ジェイドとお兄ちゃんのために、思い出さなきゃ……」

　そのときだった。ジェイドが立ち止まり、エメの手を引き近くに抱き寄せた。同じように立ち止まる足音が背後に聞こえた。しかも足音はひとつではない。

　かかったな。ジェイドの心の声が聞こえたような気がする。エメはゆっくりと振り向いた。黒マントの男たちがいる。一人二人……全部で五人。痺れるような恐怖と不安が、指先まで伝わった。ひときわ体の大きな男がフードを脱ぎ、顔を見せた。

「ジェイド……」

　ジェイドを見ると、姿勢を正し笑みさえ浮かべている。どういうことだろうか。

「アンバー団長！」

　声が弾んでいる。エメに「大丈夫だよ」と笑いかけるのだ。どうして黒マントの男たちに挨拶などするのだろう？

「うちの騎士団長だ」

　マルクの捜索をしてくれているという、騎士団長だ。エメは納得したが、どうしていまここに？　それにエメの姿を見つけてつけていた黒マントの連中は、奴隷商人一味ではないのだろうか？　混乱してしまい、エメはジェイドと黒マントの男たちを交互に見た。

「団長、どうしてここへ？」

「エメさんが襲われたとおっしゃっていたでしょう。心配で、様子を見にいこうと思いまして」

「お気遣いありがとうございます。この人込みで、よく我々を見つけましたね」

「エメさんのその金髪は、それは目立ちますからすぐにわかりました」

　アンバーがエメを指さしてくる。大きな手、大きな体、じっとりとした目でこちらを見ている。

　声に聞き覚えがある。隣にいるのはジェイドなのに、なんだかアンバーに引っ張られてしまいそうな感覚がする。

　わたしはあの手に、一度つかまれたことがある。ぞっとしてエメは自らの肩を抱いた。

「エメ？　どうしたの」

「……う、わたし……」

　後ずさりをしてしまう。ここから逃げたい。怖い。この大男はだめだ。

「ジェイド、彼女をこちらへ渡しなさい」

　抜け落ちたエメの記憶の中に、するりと入りこむ声だった。力強くエメの腕をつかんで連れていこうとした強い力の記憶が。アンバーの後ろにいるひとりが顔に巻きつけたターバンを取る。太っていて鼻が丸く唇の分厚い男は、マルクをたくさん蹴って。いまエメを見てにやりと笑っている。

「わ、わたし……思い出したわ」

「エメ？」

　ジェイドはエメの手をぎゅっと握った。

「襲撃の原因はエメさんですから。いままでお疲れ様でした。ジェイド、本日任務を解きます」

「……アンバー団長？　なにを」

「妹さんをこちらへ渡しなさい。兄妹は一緒のほうがいいでしょう？」

　アンバーが大きな手でひとりの黒マントのフードを乱暴に取った。髪をつかんで上向かせ、顔をこちらへ向ける。

「……ど、どうして！」

　隣でジェイドが叫んだが、エメは絶望のあまり声が出なかった。

　フードを取られた黒マントのひとりが、マルクだったのである。後ろ手に縛られているらしく、ボルダに地面へ転がされた。

　マルクは入院していたわけではなかった。ジェイドとシアラが嘘をついているのはなんとなく気づいていたが、つかまっていたなんて。

　つかまっていた？　この大きな人は騎士団長なのではないの？

　どうしてつかまったの？　これも抜け落ちた記憶と関係があるの？

　よくわからないのに状況だけが突きつけられて、エメは混乱していた。とはいえ兄を助けなければ。エメはマルクに駆け寄った。

「お、お兄ちゃん！」

　ガチャリと音がして大きな影が頭上に覆いかぶさるように伸びてくる。しまった。そう思った。

「エメ、危な……」

　ガチ、と耳元で音が鳴る。見上げると剣同士がぶつかっていた。ギギギとこすれる様子が目前にあって、エメは血の気が引いた。

　アンバーがエメとマルクに剣を振り下ろそうとしており、それをジェイドが受け止めているのだ。

「ジェイド……っ」

　ジェイドは唇を震わせて、歯を食いしばっていた。想像を絶する強大な力を受け止めていることがわかる。

「エメに触れないでいただきたい」

　受け止めた剣を押し返そうとしているが、アンバーはジェイドよりもはるかに体格がよい。マントからのぞく太い腕はまるで意志を持ったように剣を握っている。

「……おや。わたしに刃を向けましたね？　ジェイド、これは処罰対象の行為ですよ」

　アンバーの言葉を聞いて、ジェイドは鼻で笑っている。

「団長、やはりあなたは……」

　絶望したような、それでいて燃えるような怒りを含んでいる声だった。ジェイドの瞳も怒りを灯している。

「エメが襲われたとき、内部漏洩を疑いました。でも、まさかと思っていました」

　この騎士団長をジェイドは信頼していた。しかし、どうやら奴隷商人の一味でリーダーだったというところだろうか。

　ボルダが「ボス」と呼んでいたのは、ジェイドが属する騎士団の団長アンバーだったのだ。

　マルクを捜索すると言ったのも、保護するためではなく捕らえるためだった。

　目の前にもう顔を隠していないアンバーがいる。どこか爬虫類じみていて頭髪も眉毛もなく、ぬるりとした顔面に光る蛇のような目だけが印象的だ。

　右目のすぐ下に傷がある。そのとき、バチンとエメの頭の中でなにかが弾けた。

　聞いたことがある声だ。この冷たい話し方、大男。右目の傷。

「エリンケアに到着したとき、わたしを大公に売ると言った人……」

　ボルダの顔や奴隷商人一味の様子が思い出される。記憶にかかっていたモヤが晴れていくようだった。

「坂道でわたしを襲ったのもこの人。どうしてわたしあのときあそこにいたのだろう……そう、お兄ちゃんが朝いなくなっていて……お兄ちゃんはお腹を。そうだ。あの体で」

　右目の傷の男は腕をつかんできた。なぜ自分は丘の坂道にいたのか。そうだ、朝食を持っていったらマルクがいなくて。いなくて。

「エメ。大丈夫か？」

　きっと抜け落ちた記憶が、いま体に戻ってきたのだ。手が震えて目の前に火花が散る。

「やはり一時的なものでしたか。記憶が戻ってきているのですね、この娘は」

　アンバーがイライラした様子でエメを睨んできた。

「全部あなたの企みなのですね。アンバー団長」

　そう言われたアンバーが、今度はジェイドを見る。にやりと笑っている。

　ジェイドがエメに命じる。

「マルクを連れて海のほうに走れ。離れていろ」

「だって、ジェイド」

「いいから早く！」

　いまここで問答をしている場合ではない。エメは言われた通りにマルクの手を引いて、倉庫と倉庫のあいだを走り抜けた。走り出てきたエメたちに人々の視線が集まっている。開けた場所は砂浜で、どうやら近くに大型蒸気船が到着したばかりらしく、人がたくさんいたのだ。

　こんなに人がいたのでは、危険ではないのだろうか。エメは背筋が寒くなる。無関係の人が争いに巻き込まれるのは、避けなければいけない。

　エリンケア騎士団の団長と騎士が剣を交えているなど、異常事態なのだから。

「エメ！」

　後ろから名を叫ばれて振り向く。ジェイドがこちらに走ってくる。アンバーはじめ奴隷商人一味があとを追っている。

　剣を持った男たちが倉庫のあいだから走り出てきたことで、どよめきが起きる。危険を感じ取ったのか、エリンケアの人々は自然と男たちから距離を取っていく。

「なんだどうした」

「アンバー団長じゃねぇか？　あれ」

「あいつ、シアラさんとこの息子じゃないか。どうしたんだろう……なんだか雰囲気がおかしくないか？」

「あぶねぇ。アンバー団長は百戦錬磨の怪力大男だ。巻き込まれたらたまらんぞ」

「おい、みんな離れろ！」

　そんな声が聞こえてくる。アンバーは現騎士団長だしジェイドは先代の息子。知る人が見ればわかるだろう。仲間割れ……いや、立場の違いから、ジェイドがなにか問題を起こしたと思われるだろうか。まさか奴隷商人とエリンケア騎士団長が通じているとは想像しないだろう。

　ジェイドはエメとマルクを背に守るようにして、剣を構える。対するアンバーはもはや顔を隠すこともせず、後ろに黒マントの男たちを従えて立つ。体の大きさが、圧迫感をそこらじゅうにまき散らす。

　エメは兄のマルクを支えて立っていた。ただ見守ることしかできなかった。このあとのことは想像もしたくなかった。悪い考えばかりが頭を支配していく。

　体格の差もあるが相手は騎士団長だ。ジェイドが敵う相手だとは思えなかったのだ。

　逃げた方がいいに決まっている。けれどジェイドは敵から視線を逸らさない。

「ジェイド！　騎士団長は僕たちを金儲けの道具としか思っていない！」

　マルクがジェイドの背中に向かって叫んだ。この言葉をエリンケア全土に届けられればいいのに。真実はここにあるのに。エメは潮風になびくジェイドの黒髪を見ていた。

　わたしが彼と同じ黒髪だったら、こうはならなかったのに。普通に暮らせたのに。

「マルク。悪かった。内通者がいると思ってはいたが、内通どころか団長が主犯だ。笑える」

　振り向いてそうマルクに声をかけると、ジェイドはアンバーたちに視線を戻す。エメはマルクの袖をぎゅっと握った。

「お、お兄ちゃん……どうしよう……」

「ボルダが言っていた。アンバーはエリンケア人身売買組織の親分みたいなもんだって」

「騎士団長なのに、この国を守るのが任務なのに……」

「このままじゃ、ジェイドは殺されるぞ」

　厳しい言葉に耐えられず、エメは目を閉じた。ジェイドがいくら人身売買をなくしたいと行動しても、これではどうにもならない。彼は口封じのために始末される。怖くて仕方がなかった。足の震えが止まらない。

「団長。俺を騙していたのですね。マルクを捜索していたのではなかったのですか？」

「騙すだなんて人聞きの悪いことを。もちろん捜索していましたよ？　しかし、この兄も隠れるのがうまい。見つけたのは数日前です。ジェイドが報告を怠るからです。余計なことを考えず言う通りにしておけばいいものを」

　一時はジェイドのところに兄妹がそろっていたのだ。もしその頃に襲撃されていたら、ジェイドひとりでは守れなかったかもしれない。想像すると背筋が冷える。

「……団長、いや、アンバー。……あなたは最低だ」

「妹を助けるためならばなんでもすると言ったのに、彼は病院から逃げました。自分の体がエリンケアの民の役に立てるのに」

「やめてください。そんなことのためにマルクがいるんじゃない！」

「腹だけじゃなく、腕や足の縫合の練習台もできたはずです。嫌だったのでしょうかね。麻酔は施したのに」

　アンバーは首を傾げた。

「ねぇ、嫌だったのでしょうか。……奴隷のくせに」

「無理やり腹を切っておいて、なにを！」

「彼は嘘をつきました。いわば罪人と同じだ。だからもうわたしは彼を信じません。せめて我々の役に立ってほしいものです。捜索のために貴重な時間を無駄にした罰です」

　アンバーはいったいなにを言っているのか。エメはぞっとして仕方がなかった。

　まわりを取り囲んで状況を見守るエリンケアの人々は、この会話の意味がわかるだろうか。悪はアンバーだと気づいてほしい。責められるのはジェイドじゃない。

　兄が罪人で、エリンケア騎士団長に刃を向けているジェイドは、正義に歯向かう悪と見えるだろうか。そうじゃない。違うの。本当の悪はあの騎士団長だ。そう叫びたい。

「どうして彼は、あなたのところからも逃げたのでしょうかね」

「それは、俺とエメに迷惑がかかるからと」

「まぁ、気持ちはわからないでもありませんね。手間が減るのですから。彼はあなたのところでだいぶ回復したのですね。手厚く介抱してくださったおかげで、傷口も悪化せずに済んだようです。縫合の練習台としての役目を終えたら、鉱山労働力として売れます。鉱山に行くのですから、ジェイドに迷惑をかけるという思いもなくなる」

「……そんなことはさせない」

「余計なことを言わないよう、妹さんは舌を切りましょう。あなたのことも時間とともに忘れるでしょうし」

「だから、そんなことはさせない。あなたは狂っている」

「狂っていて結構。あなたはいまこの場で消してさしあげます。ジェイド、覚悟しなさい」

「そう簡単には消えない。俺はふたりを守るし、あなたの悪事を暴く」

　ジェイドは向かい来る黒い狂気を受け止めるため、地面すれすれに体勢を低くした。

　一瞬こちらに顔を向け、微笑んだ。










　また泣いている。

　エメは青い瞳を潤ませて、涙をこぼしていた。

　はじめて会ったときもエメは泣いていた。一緒にいるときも泣くし、泣きすぎだ。体中の水分が出てしまうじゃないか。

　もう泣かせたくない。強がって泣かなくていい。エメを悲しませるやつらは許さない。

　笑っていてほしいだけだった。ジェイドは骨の芯に響くようなアンバーの重い剣を受けながら、エメの笑顔を思い出していた。

　剣術の訓練でアンバーの剣を受けたことはあったが、それとは比べ物にならない。これは実戦で、本気だ。自分を殺すために剣は向かってくる。ひとつも手加減がない。振り下ろされる殺意は、受け止めた父の形見の剣でさえ真っ二つに折りそうだ。

　相手の剣の切っ先がかすめ、右腕の皮膚が切れて出血した。しかし、構っていられない。傷に気を取られれば次の傷を負う。痛みで剣の速度が落ちたのか、狙われて左肩も切れた。

　集中しろ。痛くなどない。エメとマルクが負った心と体の傷に比べれば、こんなものはなんともない。

　体格差を逆手にアンバーの懐に入りたいが、相手はエリンケア騎士団長。そう簡単にはいかない。

　ガツン。目の前で剣が合わさり、アンバーがぐっと顔を近づけてくる。

「ジェイド。腕をあげましたね。もっと簡単に斬れると思っていました」

「……なんでも思い通りになると思うな。俺からはなにも奪えない」

「たいした自信です。しかし、血だらけで言っても説得力がありません」

　アンバーはとにかく体が大きく怪力だ。押し負けてしまいそうだ。正面から向かって勝てる相手ではない。どうする？　考えろ。

「あなたはもしかして、エメさんに恋心を持っているのではないですか？」

「だったらなんだ。こんなおしゃべりをして、俺の気を逸らせたいのか」

　会話などしたくない。虫唾が走る。こうして弱者の心を弄ぶアンバーに、燃えあがるような怒りを覚える。

　殺してやりたい。許せない。やれる。俺にはできる。強かった父さんのように戦える。

「ほほ、やはり。見ていればわかります。美しいですね。さらわれてきた少女を守るうちに、惹かれてゆく。純粋で美しく穢れなき物語です」

「うるさい」

「それとももう自分のものにしましたか？」

「……馬鹿にするな。人を弄んで楽しいか」

「ええ、とても。その美しい物語を壊せると思うと、更に興奮しますよ」

　ニヤニヤと笑うアンバーは、ジェイドをわざと怒らせようとしているようだ。怒りで我を忘れさせて、剣を乱そうとしているのだ。こんな風におしゃべりなどしたくはない。

「壊せるものか！」

　ジェイドは剣を受け止めたままで、アンバーの脛に蹴りを入れた。その隙に横っ飛びに避けると、アンバーの顔面目掛けて剣を斬りあげた。切っ先がアンバーの鼻先をかすめる。脛を蹴った拍子にもう少し前かがみになっていたら、鼻を切り落とせたかもしれない。体勢を整えたアンバーが風を起こしながら、剣をジェイドに振るう。

　二度、三度、重い剣を受けると手に痺れが走る。次の攻撃を避けようとジェイドが姿勢を低くしたとき、アンバーの蹴りがジェイドの腹に入った。一瞬呼吸が止まる。

「がはっ」

「ジェイド！」

　エメの叫び声が聞こえた。膝を突いたらそこを狙われる。ジェイドは痛みを堪えて、剣を握る。下からアンバーの顎を狙った。腹の痛みで体がうまく伸びない。失速した剣をアンバーが受け止めた。再び、薄気味悪い顔を近づけてくる。

「ジェイド、その剣筋は似ていますね。あなたの父上に。さすが親子です」

「……もうおしゃべりはたくさんだ」

「父上に直接剣術を学んでいなくても似るのは、血筋なのですかねぇ」

　父が亡くなったのはジェイドが十歳のときだ。なにも教えてもらえないまま、父は逝ってしまった。

「思い出します。あなたの父上が亡くなったあの日のことを」

「なにを……そんなことを言って、また俺を弄ぶつもりか」

　ああ、と恍惚の表情でアンバーは長いため息をついた。その息がジェイドの頬にかかる。

「……警備船に乗っていた我々は、海賊船と戦いになった。賊たちは警備船に横付けし乗り込んできましてね。船の上での戦いです。あなたの父上は一番狙われていましたから、深手を負っていました。あの血の量で動けていたのが不思議でした。満身創痍だったんですよ」

　アンバーはなにを言い出すのだろうか。続きを聞きたいような、聞きたくないような気持ちになる。

「海賊船せん滅は大きな任務でした。もちろん警備船団が勝利したのですがね。こちらが勝ち鬨をあげる直前のことです。血だらけでしたよ、あなたの父上。あ、賊たちに集中して狙わせたのはわたしなのですがね」

「なにを……言っているんだ」

「もう頃合いでしょうかと思い、わたしはあの方に剣を向けました。だいぶ弱っていたはずなのに、やはり強かったのです。……この目元の傷はあなたの父上につけられたのですよ」

　さも楽しそうに、アンバーは目を細めている。

「こんな風ににらみ合って、あなたの父上はわたしの剣を受け止めていました。そこで、わたしはこう言ったんです」

　待て。なぜ父とアンバーが剣を交わし戦うのだ。当時は父が騎士団長で、アンバーはそれを支える役目だったはず。にらみ合う必要があるか？　同じ目的で戦うのに。

「あとはわたしに任せて、海賊船と一緒に沈んでください」

「……な……」

「一瞬、彼には隙が生まれた。だから、こうして受け止めていた剣を持つ手を、ぐいっと押して体を蹴ってやりました。体勢を崩して、そのまま海へ落ちていきました」

　海に突き落とされる父の意識と重なる。まるで冷たい海に沈んでいくのが、自分だったかのように。

　心が引っ張られそうになり、ジェイドは瞬きを繰り返した。

「父さんは、あなたに殺されたのか」

　アンバーは嬉しそうに頷く。なぜそんなに嬉しそうなのか。反応を見て楽しいのか。

「あ、ほら。ジェイド、あなたも隙ができました」

　途端に、腹にアンバーの太い膝がめり込む。ごりっという鈍い音が腹の中で鳴る。

「がっ……う……」

　二度目の衝撃に、思わず剣を手放してしまいそうになる。痛みを飲み込むようにして体中に力を入れた。踏ん張れ、耐えるんだ。

　エメが俺の名を叫んでいる。泣いているだろうか。

「あなたの父上は優秀な騎士団長でした。強かった。とても強かったんです。ただ強いだけでなく優しくて。わたしにもとても優しかった。なんでも持っていた。強さと優しさ、人望、美しい容姿。妻と子。それに比べて、わたしはなにも持たなかった。貧乏な家の出身で、美しくもない。大きいのは体だけ。人よりも少し力が強いだけ。その力でさえあなたの父上より劣っていました。だから、わたしはずっと彼の下にいた。目障りで仕方がなかった」

　捲し立てるアンバーの唾が頬にかかる。ジェイドは不快で唇を噛んだ。

「あなたは……」

「美しいものは目障りです。存在を目にするだけで、こちらは醜さを嫌でも受け入れなければいけない。美を際立たせる醜い者たちがいるから、己が輝けるというのに」

　なにを言っているのだろうか。アンバーの気持ちは理解できないが、彼の激しい憎悪が刃となって肌を刺してくるようだった。ジェイドは飲み込まれてしまわないよう、腹に力を入れる。

　飲み込まれてたまるか。こいつは父さんを殺した。

「せっかく水面下で作戦を練り彼を始末したのに、今度は息子のあなたが人身売買はだめだ、奴隷商人は悪だと」

「と、父さんを」

「……同じ瞳でわたしを見るのですね。醜いものを見るように……気に入りません。親子そろって、目障りなのですよ」

　父を亡くし大きな喪失感に沈んだ日々は、こいつに弄ばれた結果だというのか。

「私利私欲や存在の証明のために、そんなに簡単に……否定して傷つけて、奪って。それで満足か。許さない」

「許せなくて結構。奴隷などゴミに群がる虫と一緒です。力のある我々がどうしようと取るに足らない命です。せめて強者の金や慰みもの、労働力などになることを誇りに思えばいいのです。特にほら、あの彼女はとても美しい。高値のつく体だということを誇りに思って、これからの命を生きればいいのですよ」

　アンバーは顎をしゃくる。エメたちのことを指して言っているのだ。美しいエメが目障りだというのか。ジェイドの胸に燃える怒りの炎が大きくなる。

「ねぇ、彼女は美しいですから、あなたのように正義に生きる騎士に守ってもらえていいですね。ただ美しいというだけで」

　取るに足らない命だなんてお前が決めるな。なんの権限があって人を悲しませるのか。俺の大切なものを奪うのか。

　痛みで体が言うことを聞かない。ジェイドが呻きながら首を垂れていると、髪の毛をつかまれる。

「本来なら、言い残したことがありますか、などと聞くのが美しいのかもしれませんね。しかし、わたしはそういう美しい物語は嫌いです」

「あ……う」

「なにも言わず最期の呼吸をひとつだけして、大人しく死んで！　くださいねっ！」

　また腹を蹴られて、ついに膝をついてしまった。胃液があがってくる。口から涎がとめどなく垂れて、砂の上にしみを作っていく。見ると口から出たのは涎ではなくて、血だった。

　ジェイドは地面についた手を握りこむ。悔しい。アンバーに傷ひとつつけることができないじゃないか。

「……どうあろうと、同じ人間なのに」

「黙りなさい。きれいごとです。人間には種類があるのです」

　ひやりとした感覚が首に当たる。アンバーの剣が首筋に当たっているのだ。

「……俺からもうなにも奪わせないし、エメの大切なものも守る。誰も犠牲にしない」

「ほざいていなさい。もう終わりです」

　俺は小さくて弱いかもしれない。エメもそうかもしれない。でも、こんなところで消されてたまるか。

　こいつらに弄ばれて命を散らした人たちのためにも、負けるわけにはいかない。家族が突然行方不明になって、捜し続ける人がいるかもしれない。親から引き離されて、膝を抱えて眠れない夜を過ごした子どもがいるかもしれない。

　俺はエメと血の繋がりはないけれど、愛しく思う気持ちに変わりはない。いなくなったら生きてはいけない。エメの目の前で死ぬわけにもいかない。たったひとりを守るために、優しく包んで寄り添うためにあるのだから。命たちは。

「くそ……」

　ジェイド！

　エメの声だけが聞こえる。大好きで大切な、俺の光だ。もう泣かなくて済むようにしたい。十分悲しんだ。未来の自分たちが笑っていられる世界にしたい。一緒にそこで笑っていたい。だから、いま戦うんだ。

「ジェイドを放して！」

　隣に駆けこんできたエメにアンバーは気を取られ、ジェイドから視線を外した。ジェイドは手に砂を握りこみ、アンバーの顔目掛けて腕を振りあげる。エメの小さな手からも砂が放たれた。

　言葉と暴力で打ちのめして勝利を確信していたのか、アンバーは避ける間もなく顔面で砂を受け止めた。

「ぐあっ」

　砂の目つぶしに驚いたアンバーは、尻を叩かれた豚のような声を出した。顔にかかる砂を振り払っているが、目が開けられない様子だ。まわりからどよめきが起こる。

「くそっ！　この小娘！」

　ジェイドはエメを左腕に抱えて、剣を構えた。

「アンバー、しゃべりすぎだ。雑音だ。俺はもうあなたの声は聞かない」

　自分でも驚くほど冷静だった。衝撃的な事実、悲しみや絶望が、痛みとなって体中を走る。父という大切な存在を奪われた苦しみが蘇って、息が苦しい。しかし、頭の奥がしんと静まりかえっている。

　左から右に剣を振る。アンバーの右目を狙った。迷いはなかった。父がつけた傷の少し上を、確実に。外さないように。その右目、二度と光を見られないようにしてやる。

　ジェイド、ここを狙え。

　父の声が聞こえたような気がする。

　アンバーは痛みでなにかを叫んでいるようだったが、ジェイドの耳にはなにも聞こえない。自分とエメの呼吸しか聞こえない。

「エメ、目を逸らさないで。穢れた出来事の最後を、俺と一緒に見てくれ」

　頷く気配を感じる。抱いているエメのぬくもりだけを頼りに、もう一度剣を振り下ろした。

　ジェイドの耳に音が戻ってくる。一部始終を見守っていた野次馬から、悲鳴があがった。

　まわりから聞こえる悲鳴で異変が起きたことに気づいたのか、アンバーは自分の体を確認している。右目から血を流し、見えるほうの左目をゆっくりと見開いて、ジェイドを見た。

「あ……うわあ！」

　自分の右腕の肘から先がなくなっていることに、衝撃を受けたのか。

「なんてこと……大変！　わたしの右手!!　わたしの！」

　剣を握ったままのアンバーの右腕は、地面に落ちてピクリとも動かず、砂の上に血だまりができていた。

　だめだ。もう立っていられない。全身が痛い。ジェイドはエメを抱えたまま、膝から崩れ落ちた。

　遠くから騎士団の仲間たちが、こちらへ向かって走ってくるのが見えた。遅いよ、来るのが。

　仲間たちはアンバーに応急処置を施している。落ちた腕はどうするのだろう。

　まぁ、どうでもいいか。右目と右腕だけで済んでよかったと思え。

「ジェイド、ジェイド！」

　膝から崩れたジェイドを抱き起こして、エメが叫んだ。名を呼ばれていなければ意識が飛んでしまいそうだ。

「いてて……」

「あっ！　ごめんね！」

　仰向けにしたジェイドを膝の上に乗せて、エメが頬をさすってくれる。

「エメ……危ないじゃないか、飛び出してきて。でも、助かった」

「ジェイドがあんな風にされていたら、黙って見ているなんてできないよ！　ジェイド、大丈夫？　痛いよね。すごいね、がんばった」

　あんな太い膝が何度も腹に打ち込まれたので、内臓がめちゃくちゃになっていそうだ。痛くて仕方がない。何度もさすってくれるエメの手が愛おしい。

「強かったよ！　すごいよ、ジェイド」

「……父さんみたいなこと言うんだな、エメ」

「そっか。じゃあわたし、ジェイドのお父さんになれるね」

　海の色みたいな美しい青い瞳を輝かせて、エメが笑った。

　守れたんだな。よかった。きみの笑顔を俺は見たかった。

「お父さんって、エメは女の子だろうが」

　笑ってしまう。なにを言っているんだ。でも、すごく嬉しい。嬉しくて胸が痛い。これは打撲の痛みじゃない。

　エメは涙をこぼして笑っている。そんな彼女を見て、やっと終わったのだなと思える。エメが悲しむような結末にならなくてよかった。

「エリンケアに来てから、こんなに嬉しいのははじめてかもしれないわ」

「エメは本当に泣いてばかりだな。俺は大丈夫だから、そんなに泣かなくてもいい」

「ジェイドだって。泣いているわ」

　父さんになれるね、なんて言うからだよ。

「そっか、じゃあいいよ。一緒に泣こう。我慢しなくていいから、いまはたくさん泣こう」

　エメはたくさん涙をこぼしている。目玉が落ちそうだから、本当は泣き止んでほしいのだが。ジェイドはエメの涙を手で拭ってやった。彼女の頬に血がついてしまったことで、はじめて自分の手が血で濡れていることに気づく。誰の血だろう。

「ごめんね。痛いよね。ありがとうね、ジェイド」

「……俺はエメと一緒にいるって決めたから」

　体に力が入らず、立ちあがることができない。エメのことを抱きしめたいのに、腹が痛くてたまらない。でも、いいか。自分が動けなくてもエメが抱いてくれるし、しばらくこうしていたい。この小さく優しい手を守ることができた。それだけでよかった。

　父さんが命をかけて守ろうとしたように、俺も大切な存在を奪われたくなかった。

　これでいいだろうか。よくやった、がんばったなって言ってくれるかな。

「ねぇ、父さん……」

　エメの青い瞳を見ながら、ジェイドは意識を失った。










「体がなまる。寝てばかりいるのも飽きた」

　ベッドの上で背伸びをしながら、ジェイドは頭を掻いている。文句を言えるのは元気な証拠だ。エメはホッとしながら、病室の窓のカーテンを開けた。

　ここは王立病院の病室。エリンケア最先端の治療が受けられる場所だ。ジェイドは持ち前の体力と若さで、傷の治りが早い。食事もたくさん食べる。

　一カ月は入院と言われていたが、半月でこの様子だ。動きたくて仕方がないのだろう。気持ちはわかるが、きちんと治療に専念しなければ。

「無理はだめだよ。まだ体のあちこちが痛むんでしょう？」

「たいしたことない。もう指は痛くないし、剣を振るうくらいはしたい」

「だめだめ、なに言ってるの」

　窘められて彼は肩を落としている。腕や肩に巻かれた包帯が痛々しい。

　ジェイドはアンバーとの戦いに勝利したものの、重傷だった。自分でも気づかない切り傷や打撲傷が無数にあり、出血も多かった。何度も膝蹴りを食らったため、腹部の打撲が一番ひどかった。そのうえ大男の剣を受け続けた結果、指を数本骨折していたことも判明。五日はベッドから起きあがることができなかった。

　エメとシアラ、そしてマルクは献身的にジェイドの看病をした。十日目にはベッドから下りて歩けるようになり、いまはある程度体を動かすことができる。ジェイドは薄紙をはぐように快方へ向かっている。

　全快したら、騎士団復帰となる。

　騎士団長にジェイドが剣を向けて戦い勝利したという出来事は、瞬く間にエリンケアの王都に広まった。「極悪非道な騎士団長を、ひとりの騎士が倒した」と。奴隷商人によりエリンケアに連れてこられた兄妹を守るためにジェイドが戦ったことを、その場に居合わせたエリンケアの大勢の民が証言したからである。その声は大きくなり、国の上層部へと届いた。

　エリンケア国王が、人身売買の一斉摘発に乗り出した。法律で人身売買は違法と定め、違反をすれば即刻罰すると発布。エリンケア騎士団長であるアンバーが、長年国を悩ませてきた人身売買の巨大組織と繋がっていたことも、明るみに出た。先代騎士団長を殺したことも。

　国王はずっと、人身売買撲滅の対策をアンバーに指示していた。しかし、彼が非協力的だったために、何年も目立った対策を講じられず後手にまわっていたのだ。ジークラ鉱山の整備や採掘量増のほうが重要だと、人身売買撲滅へ騎士団人員を割くことを渋っていたらしい。よもや人身売買の組織と関係があったなど、思いもしなかっただろう。

　人身売買を斡旋していたことを白状したアンバーは、右目と右腕を失くしたばかりか、地位も名誉も汚れた財産もすべて没収された。身ぐるみはがれて、孤島の牢獄へ送られた。

　ジェイドは一躍英雄となった。手柄を称えられ、騎士に与えられる一番名誉な勲章を得た。

　現在空席である騎士団長の座の打診が来ているとか、いないとか。「俺には荷が重い」と本人は乗り気ではない。

「マルクは？　また母さんの用事を手伝っているのかな」

「一緒に市場に行くって言ってた」

「母さんもマルクに甘えてしまってるな。悪いなぁ」

「お兄ちゃん、ジェイドのこと弟みたいに世話を焼いてるもんね。今度は僕が介抱するんだ！　って楽しそう」

「傷だらけの人間を目の前に、瞳を輝かせていた」

「立場が逆になったものね」

　兄のマルクは傷が癒え体力も回復したので、ジェイド親子のために一生懸命だ。恩返しをしたいと、日々忙しくしている。騎士団側と王宮からの使者の間に入って立ち回り、ジェイドに関わる様々な手続きはマルクがやった。手際がよく頭も切れるので、病室に来た騎士団管理部の者は「彼のような有能な人間は、我が組織に必要」などと言っていた。

　妹として鼻高々ではあるのだが、素直に喜んではいられない。

「ここにいる間はできるだけジェイドの役に立ちたいんだってさ、お兄ちゃん」

　窓辺に飾った小さな花瓶に、白い花を活けた。ジェイドの家の花壇に咲いていたものだ。ちょんと花弁をつついてみる。

　いつか言わなければと思っていた。エメはつつくと揺れる白い花をジェイドの顔に見立てて、微笑んだ。いま本人の顔を見たら、決心が揺らいでしまう。言えないかもしれないから。泣いてしまうかもしれないから。笑顔でいたい。

「わたしたちは奴隷だったわけだし。こんな騒ぎになって、ジェイドにもシアラさんにも、もう迷惑はかけられないから」

　背中を向けたままで伝えた。努めて明るく。ジェイドが息を呑む気配を感じる。

　ホッとしている？　そうかもしれないな。本当に大変な迷惑をかけてしまったし、人身売買問題が大きく改善へ前進したのだから、もうジェイドはエメを守る必要はない。肩の荷が下りたと思ってくれていい。金髪を隠すことなく外を歩けるし、危険な目にあうこともないだろう。

　ジェイドは自分を好きだと言ってくれたが、それは一時の感情だと思うから。

　自分のこの気持ちは、隠して持っていく。

「ちょっと……待ってくれよ」

　ガシャンという音に驚いて振り向くと、ジェイドがベッドから床にくずおれていた。サイドテーブルにあるカップに手をかけて、ひっくり返してしまったらしい。エメはすぐに駆け寄って肩を貸す。

「急に動くからだよ！　危ないじゃない。またけがしたらどうするの……ベッドに戻ろう」

「いい、そんなの」

「よくない」

「いいんだよ、俺のことなんて！」

　ぎゅっと手を握られる。このジェイドの手を放さないといけない。エメは唇を噛みしめる。

「待ってくれよ。ここにいる間ってどういうことだよ！　どこかに行く気でいるのか？」

　ベッドに戻そうとしたが拒まれ、ふたりで床に座り込む。ジェイドに手を痛いほどつかまれ、茶色い瞳は真っ直ぐに自分を見ていた。いまにも泣き出しそう。

「迷惑……かけたから。ジェイドをこんな目にあわせてしまって、シアラさんにも申し訳ないと思っているの。だって一歩間違えたらシアラさんはジェイドまで亡くしたかもしれない」

「母さんには、エメは俺の大切な子だって伝えた。わたしもよって言っていた」

　ジェイドの予想外の告白に、エメは思わず顔をあげた。

「俺はまたけがをするかもしれないぞ。エメのためならどんな傷を負ってもいい」

「そんな怖いこと言わないで！　けがなんてしてほしくないよ……」

「……ルルド村に帰るのか？」

「わからない。でも……エリンケアにはいられないもん」

　どこへと言われても、行く当てなどない。兄とふたり、辿りついた場所で働きながら細々と暮らしていければそれでいい。もともとは孤児院を出て、そんな生活をするのが目標だった。

　エリンケアに来てジェイドと出会い、同じ時間を過ごすうちにどうしようもなく惹かれた。ずっとそばにいたいと思ってしまった。しかし、それは叶えられることではないのだ。

「わたし、こんな見た目だし」

　えへへ、と一本にくくった金髪をつまむ。

　もういまは金髪を隠さない。しかし、目立ってしまうことは否めない。

　ジェイドは将来きっと、エリンケア騎士団を引っ張っていく存在になるだろう。その未来に自分は必要ないのだ。

　売られてきた奴隷の自分は、彼の近くにいられない。

　零れる涙を見られたくなくて、エメは下を向いた。

「……ずっとここにいてくれよ。どこにも行くな。俺はエメと一緒にいたい……」

　はっと顔をあげると、ジェイドがまるで小さな男の子のような顔をして泣いている。大切な存在を亡くし信じたものに裏切られて、それでも強く生きた命が泣いている。

「エリンケアで、あの丘の家で暮らそう。皆で一緒に、ずっと一緒にいよう」

「ジェイド」

「俺の父さんになるって言ったじゃないか」

「いや、わたし女だもん……」

「嘘なのか？」

　たしかにそんなことを言った。目の前で大きな敵相手に必死に戦ったジェイドを、称えたかった。誇らしくて嬉しくて、つい伝えた言葉だ。嘘ではない。エメは首を横に振る。

「俺はエメと一緒にいたい。エメは？」

「わたしは……本当は」

　ジェイドとずっと笑っていたいと思った。

「本当は？　なに。言ってごらん。俺は聞いている。エメの言葉をずっと聞いている」

　エメは深呼吸をする。ジェイドにそばにいてほしいという思いも、彼のそばにいたいという思いも、どちらも伝えたいのだ。

「ジェイドの、お父さんや兄妹になりたい……」

「あとは？」

「……こ、恋人や……ジェイドを好きでいる人たち、全部になりたい……」

　言ってしまった。エメが大きく息を吐くと、ジェイドは苦笑した。

「じゃあ、どこにも行くなよ」

　ジェイドが自分のために泣いてくれている。

　わたしは家族じゃないのに。血の繋がりもないのに。ジェイドとともに生きたいと思う感情は抑えられない。

「いいの？　一緒にいても」

「この日々が続きますように、いつも思っている。エメがいる毎日が俺の願いだから」

　守られてばかりだった。ジェイドは自分も強くしてくれるような不思議な人だ。

「俺がエメの居場所になる」

　これからもずっとそばにいてもいいの。願いが叶うの？

「嫌だって言っても放さないよ。俺はエメのことを」

「ジェイドと一緒にいる日々が続きますようにって……わたしも願うよ」

　ありがとう、と微笑んでジェイドの手を握った。

　わたしの思いが届くかな。こうして握っていたら伝わるかな。放したくなくなる。もっともっと伝わってほしい。

「わたしのこと、見つけてくれてありがと……」

　世界にただひとつの抱きしめていたいぬくもりだ。やっと、辿りついた。
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　丘の上に建つ青い屋根の家に、エメは家族と住んでいる。

　エリンケア騎士団長に就任して三年目のジェイド、兄のマルクも一緒だ。ジェイドの母も健在だ。それともうひとり、大切な命とともに。

　黒髪と茶色い瞳を持つ人間が大半のエリンケアにおいて、異国からきた金髪で青い瞳のエメは珍しい見た目だ。しかし、エリンケアの人々は、暗く悲しい歴史の中を生き延びた女性だと、エメのことを静かに迎え入れてくれた。いまやれっきとしたエリンケアの民のひとりだ。

　今日も畑仕事に精を出す。体を隠すことなく、太陽のもとで呼吸ができる。

　こんな未来があるなんて、あの頃は想像もできなかった。

　ふと手を休めて遠くを見ると、エリンケアの美しい青い海が見える。あの海を越えて自分はこの国へ来た。

　あの日、ぶつかったのがジェイドじゃなかったら、自分はいまごろどうなっていたのだろうか。たった数年前なのに、まるで遠い昔のようだ。

　ふと海の方を見る。海を背にして、青と黒を基調とした騎士団の制服に身を包んだ青年がふたり、歩いてくる。ジェイドだ。隣にいるのは兄のマルクだ。

　エメは畑の真ん中で立ちあがり、太陽の眩しさに目を細めた。ジェイドとマルクに向かって、笑顔で手を振った。

「あ、帰ってきた。母さん、あっちに行ってもいい？」

　母を手伝うというよりは、花を摘んだり虫を取ったりして遊ぶことに精を出す小さな彼は、笑顔を輝かせている。

「転ばないようにね。お野菜を踏んじゃだめよ」

「わかってるよ！」

「父さんにおかえりなさいのキスをして」

　黒髪で青い瞳を持つジェイドによく似た小さな男の子が、畑を真っ直ぐに駆けていく。エメはそれを追いかけた。

「父さんおかえりなさい！　マルクおじさんもおかえりなさい！」

　ジェイドは自分に向かって駆けてきた小さな子を抱きあげ、肩車をした。

「いい子にしてたか？」

「うん！　いい子にしてたよ！」

「そっか、偉いな」

　褒められた息子は嬉しそうに頬を染め、父の頭におかえりなさいのキスをしている。頬には届かないらしい。あの子が右手に青虫を持っていることは内緒にしなければ。ジェイドが気絶してしまうかもしれない。

「おかえりなさい、ジェイド」

　エメはジェイドの隣に歩み寄り、微笑みかけた。ちょっと離れて、マルクが見守っている。

　悲しみも苦しみもない穏やかな景色だ。

　あのときの自分たちは必死に生きた。たったひとりの大切な存在と生きる未来のために。

「父さんのほんじつのにんむのせいかを、ほうこくしてください！」

　覚えたての言葉をたどたどしく使う息子に、ジェイドは頬を緩めている。

「報告します。お前と母さんが元気に笑っていたなら、それで父さんの任務完了だ」

「わぁ、父さんすごい！　偉いね！」

　息子はエリンケアの海のように美しい青い瞳で、笑顔を輝かせた。楽しそうな皆の笑い声が、青空に響く。

　これから先の未来も一緒に笑っていられますように。願いも空に舞いあがる。
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